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理
科
の
学
力
向
上
と
理
科
授
業
の
充

実
、
さ
ら
に
は
、
科
学
や
理
工
学
の
お
も

し
ろ
さ
を
伝
え
、
将
来
の
桐
生
の
地
域
産

業
を
支
え
る
人
材
育
成
を
目
的
に
群
馬
大

学
大
学
院
理
工
学
府
の
大
学
院
生
を
「
サ

イ
エ
ン
ス
ド
ク
タ
ー
」
と
し
て
市
立
中
学

校
全
10
校
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
14
人
の
サ
イ
エ
ン
ス

ド
ク
タ
ー
を
、
大
規
模
校
の
清
流
・
相

生
・
新
里
中
学
校
に
各
57
回
、
中
規
模
校

の
中
央
・
境
野
・
広
沢
・
川
内
・
桜
木
中

学
校
に
各
37
回
、
小
規
模
校
の
梅
田
・
黒

保
根
中
学
校
に
各
17
回
の
、
延
べ
３
９
０

回
派
遣
し
、
サ
イ
エ
ン
ス
ド
ク
タ
ー
の
専

門
性
を
生
か
し
た
教
材
の
開
発
、
理
科
の

授
業
支
援
、
自
由
研
究
の
指
導
助
言
、
科

学
ク
ラ
ブ
の
実
施
、
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス

タ
の
開
催
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す

　
問
い
合
わ
せ
は
、
学
校
教
育
課
教
育
支

援
係
（
☎
内
線
６
８
８
）
へ
。

理
科
の
知
識
理
解
が
向
上

　
担
当
教
員
か
ら
は
、
「
生
徒
の
興
味
や

関
心
が
高
ま
り
、
理
科
学
習
発
表
会
の
発

表
の
質
の
向
上
や
、
理
科
の
知
識
理
解
が

深
ま
っ
た
」
な
ど
の
声
も
あ
り
、
平
成
27

年
度
に
は
、
清
流
中
学
校
が
「
科
学
の
甲

子
園
ジ
ュ
ニ
ア
全
国
大
会
」
に
出
場
す
る

な
ど
大
き
な
効
果
が
出
て
い
ま
す
。

科
学
の
甲
子
園

ジ
ュ
ニ
ア
全
国
大
会
に
出
場

　
「
科
学
の
甲
子
園
ジ
ュ
ニ
ア
全
国
大

会
」
は
、
未
知
の
分
野
に
挑
戦
す
る
探
究

心
や
創
造
性
に
優
れ
た
人
材
の
育
成
を
目

的
に
、
全
国
の
中
学
生
が
都
道
府
県
を
代

表
し
て
科
学
の
思
考
や
技
能
を
競
う
大
会

で
す
。

　
８
月
、
９
月
に
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会

の
予
選
で
あ
る
群
馬
県
大
会
で
は
、
清
流

中
学
校
の
チ
ー
ム
が
優
勝
し
、
準
優
勝
し

た
樹
徳
中
学
校
チ
ー
ム
と
と
も
に
、
各
校

３
人
の
計
６
人
が
群
馬
県
代
表
と
し
て
全

国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　
清
流
中
学
校
で
は
、
全
国
大
会
に
向
け

て
、
サ
イ
エ
ン
ス
ド
ク
タ
ー
に
よ
る
特
別

講
義
を
行
い
ま
す
。
特
別
講
義
は
、
全
国

大
会
出
場
者
だ
け
で
な
く
、
１
年
生
の
生

徒
も
受
講
し
、
次
年
度
の
活
躍
に
も
つ
な

が
る
も
の
で
す
。

桐生ならではの特色ある教育

サ
イ
エ
ン
ス
ド
ク
タ
ー

大
学
院
生
が
理
科
の
先
生
に

産学官民の連携で世界に通じる人材育成を
　絹織物産業や機械金属産業などの「ものづくり」のノウハウを持つ企業
や、群馬大学理工学部・理工学府、地域の人と連携し、「桐生ならではの
特色ある教育」に取り組んでいます。
　今号では、その取り組みについてお知らせします。
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織
物
体
験
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
市

で
開
催
し
た
子
ど
も
議
会
で
す
。

　
「
桐
生
で
育
ち
、
桐
生
織
の
こ
と
は
聞

い
て
い
る
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
作
ら

れ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
の
で
体
験
し

た
い
」
と
い
う
要
望
を
受
け
、
「
桐
生
を

好
き
な
子
供
」
を
育
て
る
事
業
と
し
て
平

成
26
年
か
ら
始
ま
り
、
今
年
で
４
年
目
を

迎
え
て
い
ま
す
。

　
市
内
小
学
校
３
年
生
以
上
の
１
学
年

（
３
年
生
15
校
、
４
年
生
２
校
）
の
児
童

と
、
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
の
生
徒
を

対
象
に
、
伝
統
産
業
で
あ
る
絹
織
物
に
つ

い
て
、
機
織
り
体
験
と
講
話
を
通
じ
て
、

そ
の
伝
統
と
技
術
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ

取
っ
て
も
ら
い
、
ふ
る
さ
と
桐
生
に
つ
い

て
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
学
校
教
育
課
教
育
支

援
係
（
☎
内
線
６
８
３
）
へ
。

桐
生
織
の
伝
統
と
技
術
を
体
験

　
小
学
校
で
は
、
桐
生
織
物
協
同
組
合
伝

統
工
芸
士
会
の
工
芸
士
が
各
学
校
に
派
遣

さ
れ
、
実
際
の
織
物
を
見
な
が
ら
様
々
な

織
り
方
の
技
法
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
端

切
れ
を
ル
ー
ペ
で
観
察
し
、
そ
の
技
術
の

高
さ
を
実
感
し
な
が
ら
、
織
物
の
歴
史
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
す
。
機
織
り
体
験

で
は
、
学
校
に
運
び
込
ま
れ
た
手
織
り
機

を
使
い
、
伝
統
的
な
手
織
り
を
全
員
の
児

童
が
体
験
し
ま
す
。
ま
た
、
織
物
参
考
館

“
紫ゆ
か
り”
（
東
四
丁
目
）
で
も
、
織
物
の
歴

史
や
糸
か
ら
織
物
ま
で
の
過
程
を
学
び
、

藍
染
を
実
際
に
体
験
し
て
、
桐
生
の
織
物

の
歴
史
と
技
術
を
学
習
し
て
い
る
小
学
校

も
あ
り
ま
す
。

　
市
内
の
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
で

は
、
一
人
ひ
と
り
が
持
つ
能
力
や
可
能
性

を
最
大
限
に
伸
ば
し
、
自
立
や
社
会
に
参

加
す
る
た
め
の
「
生
き
る
力
」
の
育
成
支

援
を
目
標
に
、
工
房
「
風か
ざ
は
な花
」
（
東
久
方

町
一
丁
目
）
の
協
力
を
得
て
、
年
２
回
の

織
物
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
体
験
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
生
徒

も
多
く
、
体
験
を
重
ね
る
う
ち
に
、
織
り

方
に
も
慣
れ
、
丁
寧
に
手
早
く
作
る
こ
と

が
で
き
る
生
徒
も
い
ま
す
。

　
体
験
で
制
作
し
た
作
品
は
、
群
馬
県
立

桐
生
特
別
支
援
学
校
・
桐
生
市
立
特
別
支

援
学
級
学
習
発
表
会
で
展
示
す
る
予
定
で

す
。

織
物
体
験
を
通
し
て

　
織
物
体
験
は
子
ど
も
の
心
に
強
く
残
る

体
験
で
す
。
ま
た
、
織
物
体
験
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
で
、
桐
生
で
育
っ
た
子
ど
も

は
、
全
員
が
手
織
り
を
体
験
し
ま
す
。

　
桐
生
織
の
す
ば
ら
し
さ
と
伝
統
文
化
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
桐
生
織
の
伝
統

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

桐
生
を
好
き
な
子
ど
も
に

織
物
体
験
で
桐
生
を
知
る

特集　桐生ならではの特色ある教育

①機織りの糸を継ぐために結び目が大き
くならないように結ぶ結び方の体験、②桐
生織の歴史と織物の種類についての講義
（ともに新里中央小学校３年生）
③藍染体験、④古代の織機見学（ともに相
生小学校3年生）
⑤、⑥市内中学校特別支援学級の体験成果

① ② ③

⑤ ⑥④
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産
・
官
・
学
・
民
の
連
携
で

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
育
成
を

　
未
来
創
生
塾
は
、
群
馬
大
学
理
工
学
部

を
核
に
、
産
・
官
・
学
・
民
が
連
携
し
、

１
０
０
年
先
の
楽
し
い
未
来
社
会
の
構
築

を
視
野
に
「
地
域
発
、
親
子
で
学
ぶ
新
し

い
教
育
の
か
た
ち
」
と
し
て
誕
生
し
た
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
こ
の
地
域
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
産

業
を
生
か
し
て
、
子
ど
も
に
発
見
の
喜
び

と
感
動
を
与
え
感
性
を
育
み
、
世
界
を
リ

ー
ド
す
る
人
材
の
育
成
と
楽
し
い
未
来
社

会
の
構
築
を
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
で

す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
未
来
創
生
委
員

会
事
務
局（
桐
生
商
工
会
議
所
内
、☎

45
１
２
０
１
）ま
た
は
、生
涯
学
習
課
社
会

教
育
係
（
☎
内
線
６
５
１
）
へ
。

親
子
で
参
加
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
未
来
創
生
塾
で
は
、
知
識
を
覚
え
る
前

に
、
体
験
を
通
し
て
驚
き
や
不
思
議
さ
を

肌
で
感
じ
る
こ
と
で
、
謎
を
解
き
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
自
然
に
生
ま
れ
る
よ
う

に
、
子
ど
も
の
五
感
を
刺
激
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

と
一
緒
に
参
加
す
る
保
護
者
に
と
っ
て

も
、
未
知
の
扉
を
開
く
体
験
は
新
た
な
喜

び
と
な
り
、
家
族
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
豊
か
に
す
る
取
り
組
み
で
す
。

基
礎
編
と
応
用
編

　
未
来
創
生
塾
の
活
動
は
、
基
礎
編
と
応

用
編
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
基
礎
編
は
、
市
内
各
小
学
校
が
、
学
習

目
標
に
か
な
っ
た
未
来
創
生
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
メ
ニ
ュ
ー
を
選
択
し
、
授
業
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
応
用
編
で
は
、
市
内
小
学
生
と
そ
の
保

護
者
か
ら
希
望
者
（
９
月
末
現
在
２
８
４

人
）
を
募
り
、
未
来
創
生
塾
メ
ン
バ
ー
と

し
て
、
世
界
的
に
活
躍
す
る
地
元
企
業
の

見
学
や
、
国
重
要
文
化
財
を
通
し
て
の
歴

史
学
習
、
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
の
体
験
、
企
業

と
合
同
の
ご
み
拾
い
、
ヤ
マ
メ
の
稚
魚
放

流
、
清
流
読
書
な
ど
楽
し
み
な
が
ら
感
性

と
知
識
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
を
継
続
的

に
実
施
す
る
こ
と
で
、
地
元
に
誇
り
を
持

ち
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
感
性
豊
か
な
人

材
が
着
実
に
増
え
て
い
く
こ
と
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
桐
生
の
良
さ
を
学
び
、
桐
生
を
愛
す
る

心
を
育
み
、
桐
生
の
次
代
を
担
う
人
材
育

成
に
取
り
組
む
未
来
創
生
塾
を
引
き
続
き

支
援
し
ま
す
。

聴覚の世界

未来 塾生創

清流読書
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安
全
・
安
心
な
活
動
拠
点
づ
く
り

　
地
域
社
会
の
中
で
心
豊
か
で
健
や
か
に

育
ま
れ
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

放
課
後
子
供
教
室
「
桐
生
キ
ッ
ズ
カ
レ
ッ

ジ
」
の
開
設
に
向
け
た
取
り
組
み
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
放
課
後
子
供
教
室
は
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
と
は
異
な
り
、
地
域
の
人
も
参
画

し
、
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
、
交

流
活
動
な
ど
の
取
り
組
み
を
放
課
後
や
休

業
日
に
行
う
事
業
で
、
今
年
度
、
試
行
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
生
涯
学
習
課
社
会
教

育
係
（
☎
内
線
６
５
１
）
へ
。

桐
生
に
ま
つ
わ
る
多
様
な
体
験
で

桐
生
を
好
き
な
子
ど
も
に

　
平
成
29
年
度
は
、
桐
生
を
知
る
取
り
組

み
を
中
心
に
、
５
月
か
ら
平
成
30
年
２
月

ま
で
毎
月
１
回
、
土
曜
日
の
午
前
９
時
10

分
か
ら
午
後
１
時
ま
で
、
中
央
公
民
館
を

活
動
拠
点
と
し
て
10
回
実
施
し
ま
す
。

　
受
講
者
は
、
市
内
の
小
学
校
に
通
学

す
る
児
童
を
対
象
と
し
て
、
応
募
総
数

１
２
２
人
か
ら
抽
せ
ん
で
選
ば
れ
た
40
人

で
す
。
桐
生
を
好
き
な
子
ど
も
を
育
て
る

観
点
か
ら
、
桐
生
に
ま
つ
わ
る
多
様
な
体

験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
傷
害
保
険
料

や
教
材
費
、
昼
食
材
料
費
な
ど
の
実
費
は

本
人
負
担
で
す
。

地
域
の
人
と
の
交
流
で

社
会
性
の
あ
る
子
ど
も
に

　
協
力
団
体
と
し
て
、
日
頃
か
ら
各
地
域

放課後子供教室

桐生キッズカレッジ

で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
育
ん
で
い
る

生
涯
学
習
桐
生
市
民
の
会
や
婦
人
会
、
Ｋ

Ｌ
Ｃ
（
桐
生
市
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
）
の
皆
さ
ん
が
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
世
代
を
超
え
て
、
様
々
な
体
験
活
動
や

交
流
活
動
、
昼
食
作
り
や
会
食
を
行
う
こ

と
で
、
子
ど
も
の
社
会
性
や
規
範
意
識
、

自
主
性
、
創
造
性
を
育
む
と
と
も
に
、
地

域
の
教
育
力
の
向
上
を
図
り
、
学
校
に
大

き
な
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
現
状
を
是
正

す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
今
年
度
試
行
し
た
成
果
と
課

題
を
踏
ま
え
、
徐
々
に
地
域
へ
広
げ
て
い

く
予
定
で
す
。

桐生消防署のなぞを探る

たこづくり・たこあげ教室

特集　桐生ならではの特色ある教育
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広報きりゅう平成29年11月号 6

日
本
と
外
国
双
方
の
国
際
理
解

　
黒
保
根
小
・
中
学
校
は
、
世
界
25
か
国

以
上
、
約
４
０
０
人
が
在
籍
し
て
い
る
東

京
都
港
区
の
西
町
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ク
ー
ル
と
平
成
６
年
に
姉
妹
校
の
提
携

を
結
び
、
平
成
17
年
に
桐
生
市
と
合
併
し

た
以
降
も
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
て
20

年
を
超
え
る
交
流
が
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
西
町
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

で
行
う
フ
ー
ド
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
や
、
授

業
体
験
な
ど
様
々
な
国
籍
の
児
童
と
交
流

し
、
日
本
と
外
国
双
方
の
文
化
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
黒
保
根
公
民
館
（
☎

96
２
５
０
１
）
へ
。

西
町
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
と

の
交
流

　
黒
保
根
小
学
校
で
は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
あ
る
学
校
支
援
隊
や
、
農
業
支

地
域
の
特
色
を
生
か
し
て

国
際
理
解
に
向
け
た
取
り
組
み

援
隊
の
協
力
を
得
て
、
田
植
え
、
稲
刈

り
、
餅
つ
き
な
ど
米
作
り
を
通
し
て
交
流

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
黒
保
根
中
学
校
で
は
、
西
町
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
生
徒
宅
へ
の
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
や
、
黒
保
根
中
学
校
で
の
授

業
交
流
な
ど
生
き
た
英
語
を
使
い
な
が
ら

積
極
的
な
交
流
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

語
学
学
習
で
積
極
的
な
交
流
を

　
西
町
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

と
の
交
流
や
、
小
学
校
の
外
国
語
活
動
へ

の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
黒
保
根
保
育

園
、
黒
保
根
小
・
中
学
校
で
は
、
英
語
に

親
し
む
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
「
国
際
理
解
教

育
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
保
育
園
で
は
、
歌
や
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
で
英

会
話
講
師
と
触
れ
合
う
活
動
を
行
い
、

小
・
中
学
校
で
は
、
英
会
話
講
師
の
学
校

行
事
へ
の
参
加
、
夏
休
み
や
放
課
後
の
英

会
話
レ
ッ
ス
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特集　桐生ならではの特色ある教育

稲刈り交流（黒保根小学校・西町インターナショナルスクール）

夏休み英会話教室（黒保根中学校）

放課後英会話レッスン（黒保根小学校）

英語に親しむ（黒保根保育園）
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早
稲
田
大
学
か
ら
依
頼
を
受

け
、
10
月
19
日
に
同
大
学
で

「
き
も
の
学
」
に
つ
い
て
の
講

義
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
講
義
は
、
学
生
が
着
物

や
織
物
に
関
係
し
た
人
か
ら
話

を
聞
く
こ
と
で
、
そ
の
感
性
に

触
れ
、
日
本
人
の
心
と
文
化
の

真
髄
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
担
当
の
教
授
か
ら
「
受
講
し

て
い
る
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
リ

ー
ダ
ー
を
目
指
す
意
欲
的
な
学

生
ば
か
り
で
す
よ
」
と
お
聞
き

し
、
桐
生
市
を
宣
伝
す
る
い
い

機
会
に
な
る
な
ら
と
思
い
、
引

き
受
け
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
４
０
０
人
近
い
真

剣
な
ま
な
ざ
し
の
学
生
を
前
に
、

「
桐
生
は
日
本
の
機は
た

ど
こ
ろ
」

と
題
し
て
、
桐
生
織
の
歴
史
や

産
業
観
光
な
ど
、
桐
生
の
魅
力

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
機
に
、
若
い
人
が
着

物
に
興
味
を
持
ち
、
桐
生
に
関

心
を
持
っ
て
く
れ
た
な
ら
ば
、

こ
ん
な
に
う
れ
し
い
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

桐
生
市
青
年
祭

まちの話題

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア

　
10
月
11
日
（
水
）
に
、
市
民
体
育
館
で
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ

ン
グ
フ
ェ
ア
桐
生
２
０
１
７
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に

は
２
５
０
０
人
以
上
が
来
場
し
、
活
発
な
商
談
や
交
流
な
ど
で

大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
桐
生
市
、
桐
生
商
工
会
議
所
、
桐
生
信
用
金
庫
の
３
者
で
平

成
27
年
２
月
に
締
結
し
た
「
包
括
的
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協

定
」
に
基
づ
く
取
り
組
み
の
一
つ
で
、
３
者
が
連
携
し
て
取
り

組
む
の
は
、
今
年
で
３
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
市
内
を
は
じ
め
と
し
た
１
５
６
の
企
業
や
団
体
が
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
製
品
や
商
品
、
そ
し
て
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
10
月
８
日
（
日
）
に
、
青
年
の
家
で
第
53
回
桐
生
市
青
年
祭

が
開
催
さ
れ
、
市
内
の
サ
ー
ク
ル
や
青
年
団
体
な
ど
が
日
頃
の

活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
桐
生
市
青
年
祭
は
、
団
体
間
の
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
、

青
年
に
よ
る
地
域
の
社
会
活
動
へ
の
参
加
意
識
向
上
と
青
年
団

体
活
動
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
高
校
生
の
ダ
ン
ス
を
は
じ
め
と

し
た
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
模
擬
店
、
イ
ベ
ン
ト
ブ
ー

ス
、作
品
展
示
な
ど
が
開
催
さ
れ
、多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

7 桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111
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●点灯式
期日＝11月23日（祝）
イベント＝午後３時から
内容＝Ｇ-Ｆ

フ ァ イ ブ
ＩＶＥショー、キノピー＆ぐんまちゃ

んとの撮影会など
式典＝午後４時30分から

わ
た
ら
せ
渓
谷
鐵
道
各
駅

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

場所＝ＪＲ桐生駅前北口広場
●点灯期間
期日＝11月23日（祝）～平成30年２月14日（水）
時間＝日没から午後11時まで
　問い合わせは、市民活動推進センターゆい（☎
47‐ 4066）へ。

Ｊ
Ｒ
桐
生
駅
前

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

8

●点灯式
期日＝12月3日（日）
イベント＝午後4時30分から
内容＝和太鼓演奏、ダンスパフォーマンス、列車な
どの絵展示など
式典＝午後５時40分から

場所＝足尾駅（栃木県日光市）
●点灯期間（わたらせ渓谷鐵道全駅で点灯実施）
期間＝12月3日（日）～平成30年2月28日（水）
時間＝午後5時から最終列車通過まで
　問い合わせは、広域連携推進室（☎内線386）
またはわたらせ渓谷鐵道（☎73‐ 2110）へ。

昨年の様子（JR桐生駅前北口広場）昨年の様子（JR桐生駅前北口広場）

昨年の様子（下新田駅）昨年の様子（下新田駅）

広報きりゅう平成29年11月号
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№ 公開施設名 公開日・期間 公開時間 料金

1 旧群馬県衛生所（桐生明治館） 11月 15日（水）～ 19日（日） 9：00～ 17：00 150 円

2 旧矢野蔵群（有鄰館） 11月 15日（水）～ 19日（日） 9：00～ 17：00 無料

3 旧模範工場桐生撚糸合資会社事務所棟
（絹撚記念館） 11月 15日（水）～ 19日（日） 9：00～ 17：00 150 円

4 金谷レース工業株式会社鋸屋根工場ほか
（ベーカリーカフェ・レンガ） 11月 15日（水）～ 19日（日） 9：00～ 17：00 無料

5 旧北川織物工場（無鄰館） 11月 15日（水）～ 19日（日） 10：00～ 16：00 無料

6 旧配水事務所（水道山記念館） 11月 15日（水）～ 19日（日） 9：00～ 17：00 無料

7 桐生織物会館旧館（桐生織物記念館） 11月 15日（水）～ 19日（日） 10：00～ 17：00 無料

8 桐生倶楽部会館 11月 15日（水）～ 19日（日） 9：00～ 17：00 無料

9 上毛電気鉄道西桐生駅 11月 15日（水）～ 19日（日） 9：00～ 17：00 無料

10
森秀織物工場・森島家住宅
（織物参考館“紫

ゆかり

”）
11月 15日（水）～ 19日（日） 10：00～ 16：00 入場料一律50円割引

11 矢野本店店舗および店蔵（矢野園） 11月 15日（水）～ 19日（日） 9：30～ 18：30 無料

12 後藤織物 11月 15日（水）～ 18日（土） 10：00～ 15：00 300 円

13 旧堀家住宅（ショコラ・ノア） 11月 15日（水）～ 19日（日）
営業時間
11：30～ 15：30
18：00～ 22：30

無料
（外観のみ）

　毎年10月20日は「近代化遺産の日」です。これを
記念して、10月から11月にかけて全国各地で近代化
遺産を公開し、その魅力にふれ、親しんでいただくた
めの催しが行われます。

「近代化遺産の日」記念事業

　桐生新町重要伝統的建造物群保存地区の保存修理に
関わってきた所有者や職人、新たに出店した人の対談
を聞き、その後まち歩きを行います。
　今までの取り組みを知り、これからの重伝建地区に
ついて考える機会とします。
期日＝11月25日（土）
時間＝午前10時から
場所＝有鄰館煉瓦蔵
　問い合わせは、文化財保護課重伝建係（☎内線
346・347）へ。

～ふりかえり、
　これからの未来を考える～

重伝建選定５周年記念事業

足あと

9

　桐生市でも11月15日（水）～19日（日）を中心に、市
内の近代化遺産を皆さんに知っていただくため、普段公
開されていない建物などの一斉公開を行います。問い合
わせは、文化財保護課文化財保護係（☎内線622）へ。

修理前

修理後

桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111
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　近年、ネットワークカメラ付き街路灯を
安価に作ることが可能になってきていま
す。全国の街路灯をカメラ付きにできる
か、群馬大学大学院理工学府の藤井雄作教
授を講師に、メリットや課題について紹介
します。
期日＝12月９日（土）
時間＝午後３時～４時30分
場所＝Ｐ

プ ラ ス

ＬＵＳ＋アンカー（本町六丁目）
募集人数＝20人
費用＝1,000円（ドリンク代を含む）
申し込み＝11月27日（月）までに、
群馬大学ホームページ（http://www.
gunma-u.ac.jp/koukai/）申し込みフォ
ームへ。
　問い合わせは、群馬大学研究推進部産
学連携推進課産学・地域連携係(☎027‐
220‐7517)または企画課大学連携推進担
当（☎内線577）へ。

　
市
有
施
設
な
ど
を
見
学
す
る

「
施
設
め
ぐ
り
」
を
開
催
し
ま

す
。

■
見
学
先
（
予
定
）

①
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

②
元
宿
浄
水
場

③
学
校
給
食
中
央
共
同
調
理
場

④
黒
保
根
民
俗
資
料
館

⑤
道
の
駅
く
ろ
ほ
ね
や
ま
び
こ

期
日
＝
11
月
24
日
（
金
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
４
時

（
予
定
）

対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
人

募
集
人
数
＝
30
人
（
抽
せ
ん
）

費
用
＝
３
３
３
円
（
保
険
料
・
昼

食
代
）

申
し
込
み
＝
11
月
13
日
（
月
）
必

着
で
、
Ｅ
メ
ー
ル
（
希
望
者
全
員

の
住
所
と
氏
名
お
よ
び
フ
リ
ガ

ナ
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を

記
入
）
ま
た
は
往
復
は
が
き
（
裏

面
に
希
望
者
全
員
の
住
所
、
氏
名

お
よ
び
フ
リ
ガ
ナ
、
年
齢
、
性

別
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
返
信

用
表
面
に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名

を
記
入
）
で
広
報
課
（
〒
３
７
６

‐
８
５
０
１
桐
生
市
役
所
、

koho@
city.kiryu.lg.jp

）

へ
。
一
度
の
申
し
込
み
は
３
人
ま

で
で
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
広
報
課
広
報

広
聴
担
当（
☎
内
線
５
０
５
）へ
。

施
設
め
ぐ
り
参
加
者
募
集

 

11
月
24
日
（
金
）

※
こ
の
面
に
は
何
も

記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い

往復はがきの書き方

サイエンスカフェ
in桐生

　農畜産物等即売、グルメコーナー、農産物共進会、
商工業製品展示即売、福祉施設バザー、米のすくい取
り、ステージイベント、抽せん会のほか、数量限定で
焼きおにぎりなどの無料サービスがあります。
期日＝11月19日（日）
時間＝午前９時30分～午後１時
出品物の募集＝農産物共進会の出品物を市内全域から
募集します。規格の詳細などは、お問い合わせくださ
い。
場所＝ＪＡにったみどり新里野菜集出荷所（上毛電鉄
新里駅から徒歩約10分）※会場周辺の駐車場は台数
に限りがありますので、自動車の相乗りや公共交通機
関の利用にご協力をお願いします。
　問い合わせは、新里支所地域振興整備課（☎74‐
2217）へ。

新里地区産業祭新里地区産業祭
11月19日（日）午前９時30分～午後１時11月19日（日）午前９時30分～午後１時

「近い将来、全ての街路灯に
ネットワークカメラが付くか？」

10広報きりゅう平成29年11月号
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11 桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111

家庭でできる環境への取り組み
　ごみの分別や節電などできることから始めましょう。ごみの分別などについては環境課
ごみ減量係（☎内線453）へ、節電、省エネなどについては環境課環境都市推進係（☎内
線454）へお問い合わせください。

家庭でできる節電、省エネ
　家庭でできる取り組みとして最も簡単で有効なの
が、節電、省エネといった電気やガスなどの使用量を
抑えることです。これらのエネルギーを効率よく使
うためのポイントを紹介しますので、生活に取り入
れてみましょう。
●窓からの冷気を遮断
　カーテンは厚手で床まで届く長さのものを使用し、
レースカーテンと二重がけにすると、外からの冷気
が部屋に伝わりにくくなります。
●足元を暖かくする工夫を
　暖房で暖まった空気は上昇し、足元が寒くなりや

すいので、扇風機などを利用し空気を循環させまし
ょう。ひざ掛けや靴下を活用するのも効果的です。
●家族で一緒に過ごす
　一部屋に集まって食事や団らんをすれば、照明も
暖房も節約できます。
●料理の下ごしらえを工夫する
　電子レンジを活用すると、光熱費が節約できるだ
けでなく、時間短縮にもつながります。また、御飯
を炊飯器で長時間保温すると電力消費が多くなりま
す。残った御飯は小分けに冷凍し、食べるときに電
子レンジで温めれば電力消費は少なくなります。

　雑がみとは、ちらしやお菓子の空き箱などリサイクルできる紙
類のことです。普段何気なく燃えるごみとして捨てているもので
も、分別すればリサイクル可能な資源へ生まれ変わり、燃えるご
みの量も減ります。雑紙は紙袋などにためて、紙類の日にごみス
テーションに出してください。
　雑がみ分別に取り組み始めたところ、１世帯の１か月の燃える
ごみの排出量が月８袋から月４袋に半減した例もあります。
　桐生市の１人１日当たりのごみ排出量とごみリサイクル率はと
もに県内12市中ワースト２位です（平成27年度実績）。市民の皆
さん一人ひとりの取り組みが、ごみ減量へとつながります。

ごみは分別すれば資源に

雑紙としてごみステーションに出せるもの 雑紙として出せないもの
（燃えるごみの日に出してください）
・レシートなどの感熱紙
・写真
・紙コップ
・シール、シールの台紙
・圧着はがき
・宅配便の伝票などのノーカーボン紙
・ビニール加工がしてある紙
・金・銀色の紙
・洗剤の箱など匂いが付いている紙
・クレヨン、絵の具、食品などが付着
した紙
・名刺サイズより小さい紙

紙箱

ビニール部分
を取り除いた
ティッシュ箱

ちらし、パ
ンフレット カレンダー

銀紙、フィルム
を取り除いた
たばこの箱

芯

包装紙 封筒、はがき 台紙 ノート

●雑がみ分別をご存知ですか

※平成27年度に群馬県内の焼却施設で受け入れ
たごみの分析結果です。紙・布類が多く占めて
いることが分かります。グラフの数字は端数処
理しています。

不燃物類
1.7％

紙・布類
32.2％

その他
６.６％

生ごみ
32.7％

木、竹、わら類
10.1％

ビニール、
合成、樹脂、
ゴム、皮革
16.6％
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税
を
考
え
る
週
間

　
毎
年
11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で

は
、
「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。

　
期
間
中
の
活
動
や
国
税
に
関

す
る
情
報
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.nta.
go.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

年
末
調
整
や
消
費
税
な
ど
の

説
明
会

　
桐
生
税
務
署
で
は
、
法
人
や
個

人
の
源
泉
徴
収
義
務
者
を
対
象
と

し
た
年
末
調
整
や
平
成
31
年
10
月

１
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
消
費
税
の

軽
減
税
率
お
よ
び
個
人
の
事
業
者

な
ど
を
対
象
と
し
た
決
算
な
ど
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
、

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
年
末
調
整
説
明
会

<

源
泉
徴
収
義
務
者>

期
日
＝
11
月
16
日
（
木
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所
＝
市
民
文
化
会
館
ス
カ
イ
ホ

ー
ル

●
消
費
税
軽
減
税
率
説
明
会

<

法
人
・
個
人
事
業
者>

期
日
＝
11
月
16
日
（
木
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
０
時
10

分場
所
＝
市
民
文
化
会
館
ス
カ
イ
ホ

ー
ル

●
決
算
説
明
会

<

事
業
・
不
動
産
所
得
者>

期
日
＝
12
月
13
日
（
水
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分場
所
＝
市
民
文
化
会
館
ス
カ
イ
ホ

ー
ル

<

農
業
所
得
者>

期
日
＝
12
月
19
日
（
火
）

時
間
＝
午
後
３
時
30
分
～
５
時

場
所
＝
Ｊ
Ａ
に
っ
た
み
ど
り
本
店

２
階
会
議
室
（
み
ど
り
市
笠
懸

町
）

●
消
費
税
等
説
明
会

<

課
税
事
業
者
な
ど>

期
日
＝
12
月
14
日
（
木
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分場
所
＝
市
民
文
化
会
館
ス
カ
イ
ホ

ー
ル

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取

得
し
「e

イ
ー
タ
ッ
ク
ス

‐T
ax

」
で
申
告
を

　
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
の
導
入
に
伴

い
、
申
告
手
続
き
な
ど
に
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と
本
人
確
認

書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付

が
必
要
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得

し
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
準
備
す

れ
ば
、
自
宅
か
ら
「e

‐T
ax

」

で
申
告
が
可
能
で
す
。
本
人
確
認

書
類
の
提
示
や
写
し
の
提
出
も
不

要
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取

得
に
つ
い
て
は
市
民
課
住
民
係

（
☎
内
線

２
４
６
）
へ

お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
問
い
合
わ
せ
は
、
桐
生
税
務
署
（
☎
22
３
１
２
１
自
動
音
声
に
従
い

「
２
」
を
選
択
）
へ
。

　国民年金保険料は、所得税および住民税の申告
において、社会保険料控除の対象となります。
　１月１日から12月31日までに納付した保険料の
全額と過去の年度分や追納した保険料も含まれま
す。平成29年中に納付した国民年金保険料につい
て、社会保険料控除を受けるためには、年末調整
や確定申告を行うときに、領収書など保険料を支
払ったことを証明する書類の添付が必要です。　 
　１月１日から９月30日までの間に国民年金保険
料を納付した人には、11月上旬に日本年金機構か
ら国民年金保険料の納付額を証明する「社会保険
料（国民年金保険料）控除証明書」が郵送されま
す。
　申告書の提出の際には、必ずこの証明書または、
領収書を添付してください。
　なお、10月１日から12月31日までの間に、今年
初めて国民年金保険料を納めた人へは、翌年の２
月上旬に送られます。　　　
　問い合わせは、桐生年金事務所（☎44‐2311）
または、市民課年金係（☎内線273）へ。

社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書は大切に保管を

年末調整･確定申告に必要です

　市内の税理士事務所で、「税を考える
週間」にちなみ、各種の税に関する無料
相談が行われます。
　ただし、複雑な相談や税務申告書を作
成する場合は有料となる場合があります。
期日＝11月13日（月）
時間＝午前10時～午後４時
場所＝市内の税理士事務所
申し込み＝最寄りの税理士事務所へ事前
に電話をしてからお出掛けください。
　問い合わせは、関東信越税理士会桐生
支部（☎52‐2677）へ。

税に関する無料相談
11月13日（月）
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法
務
省
な
ど
の
名
称
を
不
正
に

使
用
し
た
は
が
き
が
届
い
た
と
い

う
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
「
総
合
消
費
料
金
未
納
分
訴
訟

最
終
通
知
書
」
、
「
少
額
消
費
料

金
未
納
に
関
す
る
訴
訟
最
終
告
知

の
お
知
ら
せ
」
な
ど
と
題
し
、
和

解
金
や
弁
護
士
の
紹
介
費
用
と
し

て
金
銭
を
要
求
す
る
架
空
請
求
は

が
き
の
郵
送
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
差
出
人
は
「
法
務
省
管
轄
支
局

民
事
訴
訟
管
理
セ
ン
タ
ー
」
や

「
国
民
訴
訟
通
達
管
理
セ
ン
タ

ー
」
な
ど
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
団
体
は
公
的
機
関

と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
架

空
請
求
は
が
き
に
書
か
れ
て
い
る

電
話
番
号
に
は
絶
対
に
連
絡
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　
不
安
に
感
じ
た
り
、
対
処
に
困

っ
た
場
合
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に

す
ぐ
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
桐
生
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
（
保
健
福
祉
会
館

４
階
、
☎
40
１
１
１
２
）
へ
。

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
る

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
、
大
雨
や
地

震
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
な
ど

の
緊
急
情
報
を
国
が
送
信
す
る

シ
ス
テ
ム
で
、
市
町
村
の
防
災

行
政
無
線
や
防
災
ラ
ジ
オ
の
ほ

か
、
携
帯
電
話
会
社
に
よ
る
緊

急
速
報
メ
ー
ル
な
ど
が
連
動
し

て
、
瞬
時
に
情
報
を
伝
達
し
ま

す
。

　
今
回
、
国
が
行
う
全
国
一
斉

情
報
伝
達
訓
練
に
合
わ
せ
て
、

市
で
も
防
災
行
政
無
線
（
新

里
・
黒
保
根
町
）
と
防
災
ラ
ジ

オ
を
連
動
さ
せ
て
、
自
動
起
動

放
送
に
よ
る
情
報
伝
達
訓
練
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
の
国
際
情
勢
を

踏
ま
え
、
今
回
の
訓
練
放
送
以

外
に
も
試
験
放
送
を
行
う
場
合

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
際
に
は
、

防
災
行
政
無
線
や
Ｆ
Ｍ
桐
生
の

放
送
の
ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

情
報
伝
達
訓
練

期
日
＝
11
月
14
日
（
火
）

時
間
＝
午
前
11
時
か
ら

架
空
請
求
は
が
き
に
注
意
　

　
平
成
29
年
秋
季
全
国
火
災
予
防

運
動
が
11
月
９
日
（
木
）
か
ら
15

日
（
水
）
ま
で
の
７
日
間
全
国
一

斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
の
全
国
統
一
防
火

標
語
は
「
火
の
用
心
　
こ
と
ば
を

形
に
　
習
慣
に
」
で
す
。

　
期
間
中
、
消
防
本
部
は
、
事
業

所
な
ど
の
立
入
検
査
や
火
災
予
防

の
広
報
を
実
施
し
ま
す
。
消
防
団

や
婦
人
消
防
隊
は
、
担
当
地
区
内

の
家
庭
を
訪
問
し
て
、
火
災
予
防

を
呼
び
掛
け
ま
す
。

　
ま
た
、
黒
保
根
町
で
は
、
午
前

７
時
と
午
後
７
時
に
火
災
予
防
の

た
め
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の

で
、
火
災
と
間
違
え
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
消
防
本
部
予

防
課
指
導
係
（
☎
47
１
７
０
３
）
へ
。

●
災
害
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
消
防
本
部
で
は
、
火
災
な
ど

の
災
害
が
発
生
し
た
際
、
災
害

情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
☎

０
１
８
０
‐
９
９
‐
２
２
３
３
）

の
自
動
音
声
で
出
火
場
所
な
ど
の

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
消
防
本
部
通

信
指
令
課
（
☎
47
１
７
０
０
）
へ
。

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

放
送
内
容

●
新
里
・
黒
保
根
町
の
防
災
行

政
無
線

「
こ
ち
ら
は
、
防
災
新
里
（
黒

保
根
）
で
す
。
」
、「
こ
れ
は
、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
。」

（
３
回
繰
り
返
し
ま
す
。）

●
桐
生
市
防
災
ラ
ジ
オ

「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

ス
ト
で
す
。
」
（
３
回
繰
り
返

し
ま
す
。
）

　緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
（
防

災
ラ
ジ
オ
）
を
頒
布
し
て
い

ま
す

　
市
で
は
、
災
害
時
の
情
報
伝

達
手
段
の
一
つ
と
し
て
「
緊
急

告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
」
（
防
災
ラ

ジ
オ
）
を
有
償
（
１
０
０
０

円
）
で
頒
布
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
防
災
ラ
ジ
オ
は
、
電
源

が
入
っ
て
い
な
い
状
態
で
も
緊

急
放
送
の
信
号
を
受
信
し
て
、

自
動
的
に
最
大
音
量
で
情
報
を

流
し
た
後
に
、
自
動
で
電
源
が

切
れ
ま
す
。

　
緊
急
放
送
が
終
了
し
て
も
防

災
ラ
ジ
オ
が
止
ま
ら
な
い
場
合

は
、
一
度
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ

て
か
ら
電
源
を
切
る
と
止
ま
り

ま
す
。

　
も
し
も
に
備
え
、
防
災
ラ
ジ

オ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

もしものときに備えて
　問い合わせは、安全安心課防災係（☎内線
415）へ。

は
が
き
に
書
か
れ
た
電
話
番
号
に
は
絶
対
に
連
絡
し
な
い
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都
市
計
画
法
に
基
づ
い
て
定
め

て
い
る
地
区
計
画
（
３
地
区
）
の

変
更
に
あ
た
り
、
原
案
の
閲
覧
お

よ
び
公
聴
会
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
本
件
変
更
は
関
係
法
令

の
変
更
な
ど
に
基
づ
く
字
句
な
ど

の
修
正
の
た
め
、
規
制
の
主
旨
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
変
更
す
る
地
区
計
画
の
名
称

①
桐
生
都
市
計
画
桐
生
駅
周
辺
地

区
地
区
計
画

②
桐
生
都
市
計
画
新
堀
地
区
地
区

計
画

③
新
里
都
市
計
画
桐
生
武
井
西
工

業
団
地
地
区
地
区
計
画

●
原
案
の
閲
覧

期
間
＝
11
月
８
日
（
水
）
～
22
日

（
水
）
※
土・日
曜
日
を
除
く

時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

　
河
川
な
ど
で
の
油
流
出
事
故

は
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
家
庭
で
使
用
し
た
油
は
、
地

域
の
公
民
館
で
実
施
し
て
い
る

廃
食
用
油
の
回
収
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
、
側
溝
や
下
水
道
に

流
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　
事
業
所
で
使
用
し
た
油
は
、

廃
棄
物
処
理
業
者
に
よ
る
適
正

な
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
油
の
流
出
を
発
見
し
た
ら
、

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
、
直
ち
に
環
境
課
環
境
保
全

係
（
☎
内
線
３
１
８
）
、
消

防
本
部
（
☎
47
１
７
０
０
）
、

群
馬
県
東
部
環
境
事
務
所

（
☎
０
２
７
６
‐
３
１
‐

２
５
１
７
）
、
桐
生
警
察
署

（
☎
43
０
１
１
０
）
な
ど
の
関

係
機
関
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
課
環

境
保
全
係
（
☎
内
線
３
１
８
）

へ
。 廃油を河川に流

さないでください

　固定資産税は、毎年１月１日を基準日として
課税します。
　平成29年中に、建物の全部か一部を取り
壊したときは、滅失届けを提出してください。
12月31日までに取り壊した建物には、来年度
から固定資産税は課税されません。
　また、店舗や工場などから住宅に利用状況が
変わった場合などは、固定資産税の算定方法が
変わる場合がありますので、必ず届け出てくだ
さい。
　問い合わせは、税務課家屋担当（☎内線
232・233）へ。

建物を取り壊したら
必ず届け出を

　
野
外
焼
却
の
苦
情
や
問
い
合
わ

せ
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
野
外
で
の
ご
み
の
焼
却
は
原
則

と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
、

穴
な
ど
で
の
野
外
焼
却
は
、
発
生

す
る
煙
が
大
気
汚
染
や
悪
臭
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
周
辺
環
境
が
悪

化
し
、
「
煙
が
目
に
し
み
る
」
、

「
に
お
う
」
、
「
洗
濯
物
が
干
せ

な
い
」
な
ど
、
住
民
の
迷
惑
に
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
野
焼
き
は
焼
却
温
度
が

低
い
た
め
、
燃
や
す
も
の
に
よ
っ

て
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有
害

物
質
の
発
生
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　
例
外
的
に
、
農
作
物
の
病
害
虫

防
除
な
ど
や
一
時
的
で
小
規
模
な

も
の
な
ど
に
つ
い
て
は
、
野
外
で

の
焼
却
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

苦
情
が
あ
っ
た
場
合
は
、
行
政
指

導
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
課
環

境
保
全
係
（
☎
内
線
３
１
４
）

ま
た
は
、
群
馬
県
東
部
環
境
事

務
所
（
☎
０
２
７
６
‐
３
１
‐

２
５
１
７
）
へ
。

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

野
外
で
の
ご
み
の
焼
却

都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更
に
関
す
る

原
案
の
閲
覧
及
び
公
聴
会

閲
覧
場
所
＝
都
市
計
画
課
（
市
役

所
５
階
）

●
公
聴
会

　
11
月
29
日
（
水
）
午
後
１
時
30

分
か
ら
市
役
所
３
階
の
３
０
１
会

議
室
で
開
催
し
ま
す
。
公
述
を
希

望
す
る
人
は
、
公
述
申
出
書
を
11

月
22
日
（
水
）
ま
で
に
都
市
計
画

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
公
述
希
望
が
な
い
場
合
、
公
聴

会
は
中
止
と
な
り
、
11
月
27
日

（
月
）
に
公
聴
場
所
お
よ
び
閲
覧

場
所
で
そ
の
旨
を
掲
示
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
都
市
計
画
課

計
画
係
（
☎
内
線
７
４
４
）
へ
。

固定資産税の課税に影響します

都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更
に
関
す
る

原
案
の
閲
覧
及
び
公
聴
会
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15 桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111

　平成30年度桐生市ごみと再生資源の収集カレンダ
ーに掲載する広告を募集します。
　ごみ収集カレンダーは、６種類6万3,000枚作成さ
れ、市内全世帯へ毎戸配布されます。
広告の掲載規格
　１枠縦25ミリメートル、横94ミリメートル
募集枠数・掲載料
　３枠・１枠５万4,000円（税込み）
申し込み
　12月１日（金）から14日（木）までに、申込用紙
に必要事項を記入し、広告原稿を添えて直接、清掃
センターへ。なお、掲載の可否については、審査が
あります。申込用紙と要綱などは、清掃センター清
掃係のほか市ホームページにあります。
　問い合わせは、清掃センター清掃係（☎74‐
1014）へ。

ごみと再生資源の収集
カレンダーの広告を募集

　公用封筒に掲載する広告を募集します。
広告の掲載規格
　１枠縦40ミリメートル、横90ミリメートル、黒１
色で封筒裏面に掲載
募集枠数・掲載料
　４枠・１枠20万3,040円（税込み）
封筒の規格・作成枚数
　長形３号（120ミリメートル×235ミリメート
ル）・10万枚
使用期間
　納品された封筒を市が使用開始してから、在庫が
なくなるまで
応募条件
　納付すべき市税などを滞納していないこと
申し込み
　11月22日（水）までに、申込用紙に必要事項を記
入し、直接、市役所７階の情報管理課へ。広告掲載
基準、掲載の順位などは、桐生市公用封筒広告掲載
要綱をご覧ください。
　申込用紙と桐生市広告掲載要綱は、情報管理課の
ほか市ホームページにあります。
　問い合わせは、情報管理課文書・情報公開担当
（☎内線773）へ。

公用封筒の広告を募集

　児童手当・児童扶養手当の通知などを発送する封
筒に掲載する有料広告を募集します。
広告の掲載規格
　１枠縦40ミリメートル、横90ミリメートル、黒１
色で封筒裏面に掲載
募集枠数・掲載料
　４枠・１枠5万1,200円（税込み）
封筒の規格・作成枚数
　長形３号（120ミリメートル×235ミリメート
ル）・1万6,000枚
使用期間
　平成30年４月上旬から在庫がなくなるまで（約１年間）
応募条件
　納付すべき市税など滞納していないこと
申し込み
　11月24日（金）までに、申込用紙に必要事項を記
入し、直接、市役所１階の子育て支援課へ。広告掲
載基準、掲載の順位などは、桐生市公用封筒広告掲
載要綱をご覧ください。
　申込用紙と桐生市公用封筒広告掲載要綱は、子育
て支援課のほか市ホームページにあります。
　問い合わせは、子育て支援課子育て支援係（☎内
線308）へ。

児童手当・児童扶養手当
業務用封筒の広告を募集

　平成30・31年度建設コンサルタント入札参加資格
申請を電子申請で受け付けます。
　参加を希望する業者は、必ず申請の手続きをして
ください。
申請
　ぐんま電子入札共同システムのホームページ
（https://portal.g-cals.e-gunma.lg.jp/portal/）
から行ってください。
　新規登録の場合は、予備登録と本登録の手続きが
必要です。
受付期間
　12月４日（月）から22日（金）まで
受付時間
　午前９時から午後５時まで（土・日曜日を除く）
　問い合わせは、契約検査課工事検査担当（☎内線
553）へ。

建設コンサルタント入札
参加資格申請の受け付け
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身体的虐待

心理的虐待

性的虐待

ネグレクト

児童虐待とは

殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、
やけどを負わせる、溺れさせる など

　あなたの１本の電話で救われる子どもが
います。児童虐待かもと思ったらすぐにお
電話ください。
　お住まいの地域の児童相談所につながり
ます。

子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグ
ラフィの被写体にする など

家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にす
る、自動車の中に放置する、重い病気になっても病
院に連れて行かない など

言葉による脅し、無視、兄弟姉妹間での差別的扱
い、子どもの目の前で家族に対して暴力をふるう
（DV） など

11月は児童虐待防止推進月間です
「いちはやく　知らせる勇気　つなぐ声」
　児童虐待が後を絶たず、深刻な問題となっています。児童虐待
は、社会全体で解決すべき問題であり、犯罪です。
　市ではイベントなどでちらしの配布やのぼり旗の設置など、周
知啓発活動に取り組んでいます。
　虐待の連絡は匿名で行うこともできます。連絡者や連絡内容に
関する秘密も守られます。
　問い合わせは、子育て支援課子育て相談係（☎43‐2000）、
健康づくり課母子保健係（☎47‐1152）、新里支所市民生活課
福祉係（☎74‐2904）、黒保根支所市民生活課市民サービス係
（☎96‐2112）または、お近くの民生・児童委員へ。

「おはなし会～絵本で楽
しむ親子のひととき～」
を開催します

　
虐
待
や
親
の
病
気
な
ど
、

様
々
な
理
由
に
よ
り
家
庭
で
親

と
一
緒
に
生
活
で
き
な
い
子
ど

も
が
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
を
、
愛

情
と
誠
意
を
持
っ
て
養
育
し
て

く
れ
る
里
親
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
里
親
に
な
る
に
は
、
経
済
状

況
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
が
、

特
別
な
資
格
は
不
要
で
す
。
複

雑
な
事
情
を
抱
え
る
子
ど
も
の

養
育
に
対
す
る
理
解
と
熱
意
が

あ
り
、
愛
情
豊
か
に
子
ど
も
を

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
人
で
あ
れ

ば
、
里
親
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
群
馬
県
東
部

児
童
相
談
所
（
☎
０
２
７
６
‐

３
１
‐
３
７
２
１
）
へ
。

里
親
募
集
の
お
知
ら
せ

　子どもへの読み聞かせを通して、同じ時
間を過ごし、共感し合える関係づくりを始
めてみませんか。
　絵本の読み聞かせや絵本を選ぶこつ、読
み聞かせのこつを紹介します。
　このおはなし会は、毎月図書館で行って
いる「おはなし会」との連携事業です。
期日＝11月16日（木）
時間＝午前10時30分～11時15分（予定）
場所＝図書館新聞・雑誌コーナー
問い合わせ＝子育て支援課子育て相談係
（☎43‐2000）
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17 桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111

催
し

お
知
ら
せ

募
集

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
講
演

情報
ひろば

情報
ひろば

※本紙面上、費用の記載が
ないものは無料、申込方法
の記載がないものは申し込
みは要りません。

市役所・支所業務時間
時間＝午前8時30分～午
後5時15分
休業日＝土、日、祝日
（振替休日）、年末年始
※市役所の住民基本台帳・
戸籍業務と税証明交付コー
ナーは午後６時30分まで
※市役所パスポート窓口は
午前9時から午後4時30分まで

日曜窓口（住民基本台帳・
戸籍に関する業務）
▶市役所
期日＝11月５日・19日、
12月３日
時間＝午前9時～午後4時
▶新里・黒保根支所、境
野・広沢・梅田・相生・川
内・菱公民館
期日＝11月５日、12月３
日
（11月19日は実施しません）
時間＝午前9時～午後4時

市政に対するご意見を
お寄せください
　投書箱（市役所１階、両支
所）、郵送、ファクシミリ（43
‐1001）または市ホームペ
ージからお寄せいただけま
す。
問い合わせ＝広報課（☎内線
505）

お
知
ら
せ

　

お
り
ひ
め
バ
ス

う
回
運
行
の
お
知
ら
せ

　
え
び
す
講
の
開
催
に
伴
い
、
11

月
18
日（
土
）か
ら
20
日（
月
）ま
で
、

「
梅
田
線
」、「
菱
線
」、「
新
桐
生

駅
～
桐
生
女
子
高
線
」は
中
通
り

に
う
回
運
行
し
ま
す
。
期
間
中
は
、

中
通
り
に
臨
時
バ
ス
停
を
設
置
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
広
域
連
携
推
進
室

（
☎
内
線
３
８
７)

、
桐
生
朝
日
自

動
車
株
式
会
社（
☎
54
２
４
２
０
）

　

傍
聴
で
き
ま
す

教
育
委
員
会
定
例
会

期
日
＝
11
月
15
日（
水
）

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら
※
午
後
１

時
30
分
か
ら
１
時
45
分
ま
で
教
育

委
員
会
総
務
課
で
受
け
付
け

場
所
＝
特
別
会
議
室（
市
役
所
３
階
）

募
集
人
数
＝
５
人（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
＝
教
育
委
員
会
総
務

キノピーと手話を覚えよう
　今月は、「桐生」
です。
　左手の手のひら
を下に向けげたの
台を作り、右手を左
手の手のひら下で
げたの歯を形作る
ように前側、次に
後側に移動します。
「げた」と同じ手話
になり、「桐生」の
手話の語源は桐げ
たからきています。

「桐生」を表現する
キノピー

　このコーナーは、手話言語条例の施行に伴い、
手話への理解および手話の普及を促進するため
のものです。
問い合わせ＝福祉課（☎内線 259）

課（
☎
内
線
６
４
３
）

　
“
織
都
桐
生
”
案
内
人
の
会

無
料
英
語
ガ
イ
ド

　
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
・
通

学
す
る
外
国
人
を
対
象
に
、
11
月

１
日（
水
）か
ら
平
成
30
年
３
月
31

日（
土
）ま
で
実
施
し
ま
す
。
ま
ち

を
歩
き
な
が
ら
、
重
伝
建
地
区
な

ど
を
解
説
し
ま
す
。

申
し
込
み
＝
申
込
用
紙
を
記
入

し
、
桐
生
観
光
協
会（
市
役
所
３

階
、
観
光
交
流
課
内
）へ
。
申
込

用
紙
は
観
光
交
流
課
の
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
観
光
協
会

（
観
光
交
流
課
内
、
☎
内
線
３
６
６
）

　

福
祉
シ
ョ
ッ
プ

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課（
☎
内
線

２
８
２
）

▼
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー

期
日
＝
11
月
９
日（
木
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
２
時

▼
新
里
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階

期
日
＝
12
月
７
日（
木
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
２
時

　

献
血
に
ご
協
力
を

期
日
＝
11
月
22
日（
水
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場
所
＝
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
（
☎
内
線

２
７
１
）

　

季
節
資
金
（
年
末
）
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い

対
象
＝
次
の
要
件
の
全
て
に
該
当

し
、
年
末
の
運
転
資
金（
賞
与
の

支
払
い
、
仕
入
れ
な
ど
）を
必
要

と
す
る
人
。
①
市
内
の
中
小
企
業

者
②
市
内
に
店
舗
、
工
場
、
事
務

所
な
ど
を
持
っ
て
い
る
③
同
一
業

種
を
１
年
以
上
継
続
し
て
い
る

限
度
額
＝
１
０
０
０
万
円

年
利
＝
１
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
以
内

融
資
期
間
＝
６
か
月
以
内

返
済
方
法
＝
分
割
ま
た
は一括
返
済

申
し
込
み
＝
11
月
１
日（
水
）か
ら

平
成
30
年
１
月
31
日（
水
）ま
で
に
、

市
内
お
よ
び
み
ど
り
市
大
間
々
町

な
ど
の
金
融
機
関（
労
働
金
庫
と

農
業
協
同
組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

を
除
く
）へ
。

問
い
合
わ
せ
＝
取
扱
金
融
機
関
ま

た
は
産
業
政
策
課（
☎
内
線
５
８
３
）

　

歯
科
訪
問
診
療

　
桐
生
市
歯
科
医
師
会
で
は
、
自

宅
で
寝
た
き
り
の
人
や
心
身
に
障

害
が
あ
り
通
院
が
で
き
な
い
人
を

対
象
と
し
て
、
歯
科
訪
問
診
療
や

受
診
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
＝
所
定
の
申
込
用
紙
に

記
入
し
、
直
接
歯
科
医
師
会
館

（
堤
町
三
丁
目
、
☎
45
１
３
９
７
）

へ
。
申
込
用
紙
は
、
歯
科
医
師
会

館
、
健
康
づ
く
り
課（
保
健
福
祉

会
館
１
階
）、
長
寿
支
援
課（
市
役

所
１
階
）に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
づ
く
り
課

（
☎
47
１
１
５
２
）
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講
座
・
講
演

　

ス
ペ
イ
ン
お
し
ゃ
べ
り
料
理
教
室

期
日
＝
11
月
25
日（
土
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
１
時
30

分場
所
＝
広
沢
公
民
館

対
象
＝
高
校
生
以
上
の
人

募
集
人
数
＝
20
人（
先
着
順
）

費
用
＝
市
内
に
居
住
す
る
人
…
１
２

０
０
円
、
協
会
員
…
１
０
０
０
円
、

上
記
以
外
の
人
…
１
３
０
０
円

持
ち
物
＝
タ
オ
ル
、
持
ち
帰
り
用

容
器

申
し
込
み
＝
11
月
８
日（
水
）か
ら
、

電
話
で
桐
生
市
国
際
交
流
協
会

（
☎
内
線
５
３
７
）へ
。
協
会
員
は

11
月
７
日（
火
）か
ら
10
人
ま
で
先

行
受
け
付
け
。
※
１
度
の
申
し
込

み
は
２
人
ま
で
。

　

桐
商
ッ
プ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室

場
所
＝
商
業
高
校

申
し
込
み
＝
11
月
7
日（
火
）か
ら
、

電
話
で
商
業
高
校（
☎
44
２
４
７

７
）へ
。
　
　

▼
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
使

っ
た
お
正
月
用
の
リ
ー
ス
作
り

期
日
＝
12
月
２
日（
土
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

募
集
人
数
＝
15
人（
先
着
順
）

費
用
＝
２
５
０
０
円

申
込
締
切
＝
11
月
16
日（
木
）

▼
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り

期
日
＝
12
月
23
日（
祝
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

募
集
人
数
＝
16
人（
先
着
順
）

費
用
＝
７
０
０
円

申
込
締
切
＝
12
月
１
日（
金
）

　

普
通
救
命
講
習

　
心
肺
蘇そ
せ
い生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り

扱
い
を
実
技
中
心
に
行
う
講
習
で

す
。
講
習
修
了
者
に
は
修
了
証
を

発
行
し
ま
す
。

期
日
＝
12
月
３
日（
日
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０

時
30
分
※
受
け
付
け
は
午
前
９
時

15
分
か
ら
９
時
25
分
ま
で

場
所
＝
市
民
文
化
会
館
第
１
会
議

研
修
室

対
象
＝
中
学
生
以
上

募
集
人
数
＝
30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
11
月
７
日（
火
）か
ら
、

直
接
最
寄
り
の
消
防
署
、
分
署
へ
。

消
防
本
部
へ
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

（
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
46
４
６
６
６
）で

も
受
け
付
け
ま
す
。
申
込
用
紙
は

最
寄
り
の
消
防
署
、
分
署
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本
部
警
防
課

（
☎
47
１
７
０
４
）

　

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

　

養
成
研
修

期
日
＝
11
月
24
日（
金
）・
30
日

（
木
）、12
月
６
日（
水
）・11
日（
月
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
新

宿
三
丁
目
）

対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
人

募
集
人
数
＝
30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
11
月
7
日（
火
）か
ら

20
日（
月
）ま
で
に
、
電
話
で
長
寿

支
援
課（
☎
内
線
５
８
８
）へ
。

　

親
子
で
門
松
を
作
り
、

　

新
年
を
迎
え
よ
う

　
市
内
の
松
、
竹
、
梅
、
梅
田
町

の
稲
わ
ら
を
使
い
ま
す
。

期
日
＝
12
月
16
日（
土
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２

時
30
分

募
集
人
数
＝
親
子
25
組
※
祖
父
母

と
孫
も
可

費
用
＝
１
２
０
０
円（
一
対
）

申
し
込
み
＝
11
月
11
日（
土
）か
ら
、

電
話（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）で

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎
32
２
６

４
４
）へ
。

　

樹
木
剪せ
ん

定
教
室

期
日
＝ 

11 

月 

19
日（
日
）※
雨
天

の
場
合
は
室
内
で
実
施

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所
＝
桐
生
市
南
公
園

募
集
人
数
＝ 

25
人（
先
着
順
）

持
ち
物
＝
軍
手
な
ど
手
袋
・
剪
定

ば
さ
み
・
小
型
の
こ
ぎ
り
※
暖
か

い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
＝ 

11
月
８
日（
水
）か

ら
11
日（
土
）ま
で
、
電
話（
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
）で
南
公

園（
☎ 

52
３
４
５
６
）へ
。

　意見提出手続（パブリック・コメント）

●案件名＝桐生市新生総合計画変更行政案
●募集期間＝11月１日(水)～30日 (木)
●担当課＝企画課（☎内線525）

●案件名＝桐生市都市公園条例の一部を改
正する条例案
●募集期間＝11月１日(水)～30日 (木)
●担当課＝公園緑地課（☎内線747）

※案は、担当課、広報課、新里・黒保根支
所、市ホームページにあります。

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

寄
付
金
（
敬
称
略
）

９
月
12
日
受
け
入
れ

▼
（
株
）
野
村
建
設
工
業
／
１

０
０
万
円
▼
匿
名
／
3
万
円

ふ
る
さ
と
桐
生
応
援
寄
附
金

9
月
15
日
～
29
日
受
け
入
れ

▼
山
洞
吉
規
／
6
万
円
▼
匿
名
／

3
万
円

物
品
（
敬
称
略
）

8
月
7
日
受
け
入
れ

▼
三
高
産
業
（
株
）
／
ミ
ス
ト

装
置
一
式
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催
し

お
知
ら
せ

募
集

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
講
演

広
告

　

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
講
座

　
特
殊
な
オ
イ
ル
の
中
に
ド
ラ
イ

フ
ラ
ワ
ー
や
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ

ワ
ー
を
漬
け
込
む
こ
と
で
、
美
し

い
色
合
い
を
長
期
間
保
つ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

期
日
＝
12
月
17
日（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

場
所
＝
青
年
の
家

対
象
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
・
通
学
す
る
18
歳
以
上
の
人

募
集
人
数
＝
15
人（
先
着
順
）

費
用
＝
２
0
０
０
円

持
ち
物
＝
ピ
ン
セ
ッ
ト
※
持
っ
て

い
る
人
の
み

申
し
込
み
＝
11
月
７
日（
火
）か
ら
、

直
接
ま
た
は
電
話
で
青
年
の
家

（
☎
47
２
１
８
６
）へ
。

　

自
然
観
察
の
森
行
事

　　　
②
は
申
し
込
み
不
要
で
す
。

場
所
＝
自
然
観
察
の
森

申
し
込
み
＝
11
月
9
日（
木
）か
ら
、

電
話
で
自
然
観
察
の
森（
☎
65
６

９
０
１
）へ
。
※
火
曜
日
と
11
月

8
日（
水
）・
24
日（
金
）は
休
園

①
大
人
の
た
め
の
自
然
教
室「
俳

句
入
門
」

　
園
内
を
歩
い
て
自
然
観
察
を
し

た
後
、
俳
句
を
作
り
ま
す
。

期
日
＝
11
月
18
日（
土
）

時
間
＝
午
後
1
時
～
３
時

対
象
＝
18
歳
以
上

募
集
人
数
＝
20
人（
先
着
順
）

集
合
場
所
＝
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

ー持
ち
物
＝
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
山

歩
き
用
の
靴
、
雨
具（
雨
天
時
）

②
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

  

野
鳥
観
察
の
楽
し
み
方
を
学
び

ま
す
。

期
日
＝
11
月
19
日（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

集
合
場
所
＝
自
然
観
察
の
森
駐
車

場③
野
鳥
の
暮
ら
す
森
づ
く
り
教
室

持
ち
物
＝
昼
食(

第
１
回
の
み)

、

飲
み
物
、
運
動
に
適
し
た
服
・
靴

集
合
場
所
＝
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

ー▼
第
１
回
…
野
鳥
観
察
、
巣
箱
作

り期
日
＝
11
月
23
日（
祝
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
第
２
回
…
野
鳥
観
察
、
野
鳥
の

好
き
な
実
の
な
る
木
の
植
樹

期
日
＝
11
月
26
日（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

対
象
＝
小
学
生
以
上
※
小
学
生
は

保
護
者
同
伴

募
集
人
数
＝
20
人（
先
着
順
）

　医師、歯科医師による
講話です。
期日・内容＝①11月24日

（金）／生活習慣を見直す
きっかけに！よく知ろう
慢性腎臓病（CKD）のこと
②12月７日（木）／甘く見
てはいけない！放ってお
くと大変な“歯周病”
時間＝午後２時～３時30
分
場所＝保健福祉会館（末広
町）
申し込み＝電話で健康づ
くり課（☎47 ‐ 1152）へ。

④「
冬
の
森
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」

　
観
察
の
森
か
ら
大
形
山
方
面
に

向
か
い
ま
す
。

期
日
＝
12
月
２
日（
土
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
３
時

対
象
＝
小
学
生
以
上
※
小
学
生
は

保
護
者
同
伴

募
集
人
数
＝
20
人（
先
着
順
）

集
合
場
所
＝
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

ー持
ち
物
＝
昼
食
、
飲
み
物
、
長
袖
、

長
ズ
ボ
ン
、
山
歩
き
用
の
靴
、
雨

具（
雨
天
時
）

　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
講
座

▼
情
報
検
索
や
メ
ー
ル
の
利
用
方

法
を
学
ぶ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門

期
日
＝
12
月
６
日（
水
）・
７
日

（
木
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
正
午

募
集
人
数
＝
20
人（
抽
せ
ん
）

費
用
＝
１
５
１
０
円

申
し
込
み
＝
11
月
24
日（
金
）ま
で

に
、
電
話（
午
前
９
時
～
午
後
５

時
）で
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
☎

54
２
１
０
１)

へ
。
※
土
、
日
、

祝
日
を
除
く
。

　

郷
土
史
講
演
会

　「
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
忌
・
70
年

の
回
想
」と
題
し
た
講
演
会
で
す
。

期
日
＝
11
月
23
日（
祝
）

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら

場
所
＝
黒
保
根
支
所
２
階

問
い
合
わ
せ
＝
黒
保
根
公
民
館

（
☎
96
２
５
０
１
）

けんこう塾
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広
告

　
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
講
演
会
兼

　
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
研
修
会

　
ジ
ュ
ニ
ア
期
の
体
幹
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

期
日
＝
12
月
14
日（
木
）

時
間
＝
午
後
７
時
～
９
時

場
所
＝
市
民
文
化
会
館
第
１
会
議

研
修
室

対
象
＝
市
内
の
体
育
団
体
に
所
属

し
て
い
る
指
導
者
ま
た
は
市
内
で

児
童
・
生
徒
の
運
動
指
導
に
あ
た

っ
て
い
る
人
※
志
望
者
も
含
む

募
集
人
数
＝
80
人

申
し
込
み
＝
12
月
６
日（
水
）ま
で

に
、
直
接
市
民
体
育
館
へ
。
申

込
用
紙
は
市
民
体
育
館
に
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
体
育
館（
☎

54
５
７
０
５
）

　
精
神
保
健
福
祉
講
演
会

　「
自
殺
に
つ
い
て
～
世
界
・
日

本
・
群
馬
・
地
域
～
」と
題
し
た

講
演
で
す
。
手
話
通
訳
、
要
約
筆

記
が
必
要
な
人
は
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

期
日
＝
12
月
１
日（
金
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
＝
み
ど
り
市
笠
懸
公
民
館

募
集
人
数
＝
80
人

申
し
込
み
＝
11
月
17
日（
金
）ま
で

に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

で
福
祉
課（
☎
内
線
２
５
９
、
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
45
２
９
４
０
）へ
。

ス
ポ
ー
ツ

　
堀
マ
ラ
ソ
ン
申
し
込
み

　
平
成
30
年
２
月
11
日（
祝
）開
催

の
第
64
回
桐
生
市
堀
マ
ラ
ソ
ン
大

会
に
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
申

し
込
み
が
11
月
10
日（
金
）ま
で
で

す
の
で
、
お
早
め
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
ラ
ン
ネ

ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

runnet.jp/

）

②
郵
便
振
替（
申
込
書
に
参
加
料

を
添
え
て
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ま
た
は

郵
便
局
よ
り
送
金
）

③
受
付（
申
込
書
に
参
加
料
を
添

え
て
市
役
所
４
階
の
ス
ポ
ー
ツ
体

育
課
、
新
里
・
黒
保
根
公
民
館
ま

た
は
市
民
体
育
館
へ
提
出
）

問
い
合
わ
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
体
育
課

（
☎
内
線
６
５
８
）

　
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
教
室

期
日
＝
12
月
５
日
・
12
日
・
19
日

の
各
火
曜
日

時
間
＝
午
後
７
時
～
９
時

場
所
＝
青
年
の
家

対
象
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
・
通
学
す
る
18
歳
か
ら
お
お
む

ね
35
歳
く
ら
い
ま
で
の
人

募
集
人
数
＝
15
人（
先
着
順
）

持
ち
物
＝
タ
オ
ル
、
運
動
着
、
体

育
館
用
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物

申
し
込
み
＝
11
月
７
日（
火
）か
ら
、

直
接
ま
た
は
電
話
で
青
年
の
家

（
☎
47
２
１
８
６
）へ
。

催
し

　
吾
妻
公
園
茶
会

　「
悠ゆ

う
り
ょ
く
あ
ん

緑
菴
へ
来
ま
せ
ん
か
」

期
日
＝
11
月
12
日（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
２
時

場
所
＝
吾
妻
公
園
悠
緑
菴

募
集
人
数
＝
１
５
０
人（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
＝
吾
妻
公
園（
☎
22

８
６
３
６
）

　各会場とも全５回の教室です。
　楽しみながら体を動かし、介護予防を
目指します。
対象＝市内に居住する65歳以上の人
申し込み＝11月７日（火）から、電話で長
寿支援課（☎内線588）へ。
※運動のできる服装で参加してください。

場所 内容 教室初日 時間 募集
人数

桜木西公民館
（相生町一丁目）

ロコモ体操、
調理実習 11月16日（木）１３：３０～１５：００ 20人

野間スポーツク
ラブ
(新宿二丁目)

有酸素運動、
食事のとり方 11月21日（火）　９：００～11：００ 18人

水沼駅温泉セン
ター
（黒保根町水沼）

ウォーキン
グ、口腔ケア 12月７日（木）

１０：００～
１２：００ 15人

ぺアーレ桐生
VIE
（宮前町二丁目）

バランスト
レーニング、
食事のとり方

平成30年
1月15日（月）

１５：００～
１６：３０ 15人

市民体育館
（相生町三丁目）

ノルディック
ウォーキング

平成30年
1月17日（水）

１０：００～
１2：００

20人

秋からのにっこり楽々教室
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21 桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111

募
集

お
知
ら
せ

講
座
・
講
演

ス
ポ
ー
ツ

催
し

講
座
・
講
演

ス
ポ
ー
ツ

広
告

　

第　

回

　

桐
生
菊
ま
つ
り
競
技
大
会

　
菊
の
展
示
で
す
。

期
間
＝
10
月
27
日（
金
）
～
11
月

15
日（
水
）

場
所
＝
新
川
公
園

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課（
☎

内
線
５
６
６
）

　

第　

回

　

桐
生
さ
つ
き
ま
つ
り
秋
季
展

　
丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た
サ
ツ

キ
の
展
示
で
す
。

期
間
＝
11
月
10
日（
金
）～
12
日（
日
）

場
所
＝
Ｊ
Ｒ
桐
生
駅
構
内

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課（
☎

内
線
３
６
６
）

　

桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

期
日
＝
12
月
２
日（
土
）・16
日（
土
）

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３

時
※
１
日
５
回
上
演

場
所
＝
有
鄰
館
内
桐
生
か
ら
く
り

人
形
芝
居
館

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課（
☎

内
線
５
６
６
）

　

秋
の
天
体
観
察
会

　
暖
か
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

期
日
＝
11
月
25
日（
土
）、
12
月
2

日（
土
）

時
間
＝
午
後
６
時
～
８
時

場
所
＝
図
書
館
天
体
観
測
室
お
よ

び
屋
上
※
天
候
が
悪
い
と
き
は
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
で
天
文
教
室
を

行
い
ま
す
。

募
集
人
数
＝
30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
11
月
11
日（
土
）か
ら
、

直
接
ま
た
は
電
話（
☎
47
４
３
４

１
）で
図
書
館
へ
。

　
　

月
の
桐
生
八
木
節　
　

　

交
流
広
場

期
日
＝
12
月
２
日（
土
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
本
町
三
丁
目
ト
ポ
ス

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課（
☎

内
線
５
６
６
）

　
　

月
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

期
日
＝
11
月
11
日（
土
）・
12
日

（
日
）・
25
日（
土
）・
26
日（
日
）

　雨天中止です。
問い合わせ＝桐生が岡遊園地（☎22‐ 7580）

時
間
＝
午
後
２
時
～
２
時
40
分

場
所
＝
図
書
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

募
集
人
数
＝
50
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
当
日
、
午
前
９
時
か

ら
入
場
券
を
図
書
館（
☎
47
４
３

４
１
）１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
で
配
布
。

　

手
作
り
布
の
絵
本

　

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展
示

　
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
さ
れ
た
作

品
を
展
示
し
ま
す
。
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
も
行
な
い
ま
す
。

期
間
＝
12
月
１
日（
金
）～
３
日（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
５
時
※

３
日
は
午
後
３
時
ま
で

場
所
＝
有
鄰
館

問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館（
☎
47
４

３
４
１
）

桐生が岡遊園地の催し

▼大道芸人たけちゃん
期日＝11月11日（土）・25日（土）
時間＝①午前11時から②午後０時30分から③午
後２時から
場所＝中央広場
▼M

エ ム ズ

’sg
ガールズ

irls＋
プラスエー

Aダンスライブ
　M’sgirls+A、S.D.S.S.、S

ス マ イ ル

u-Ma-ileT
チ ュ ー ン

uneに
よるヒップホップダンスライブです。
期日＝11月12日（日）
時間＝①午前11時から②午後１時から③午後２
時30分から
場所＝中央広場
▼桐商吹奏楽部演奏　
期日＝11月18日（土）
時間＝午前11時から
場所＝中央広場
▼桐商ダンス部演技　
期日＝11月18日（土）
時間＝午前11時30分から
場所＝中央広場
▼N
エヌオービージーミュージックセッションズ

obgMusickSessionsライブ
　ジャズやスカのライブ演奏です。
期日＝11月19日（日）
時間＝①午前11時30分から②午後２時から
場所＝中央広場
▼サックスアンサンブル4.5ライヴ
期日＝11月23日（祝）
時間＝午後１時30分から
場所＝中央広場
▼ムシカ・アンディーナによるフォルクローレ（南
米の音楽）演奏　
期日＝11月26日（日）
時間＝①午前11時から②午後１時から
場所＝中央広場
▼ゆるキャラⓇフェスin桐生が岡遊園地2017
　ぐんまちゃんやキノピーをはじめとした各地の
ゆるキャラが集合します。
　スペースの都合により入場を制限する場合があ
ります。
期日＝12月３日（日）
時間＝①午前11時から②午後１時30分から
場所＝ゲームコーナー前

64
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市
民
文
化
会
館
の
催
し

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
文
化
会
館

（
☎
22
９
９
９
９
）

▼
日
本
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
シ
リ
ー

ズ
・
カ
ル
テ
ッ
ト
・
ア
マ
ー
ビ
レ

期
日
＝
12
月
22
日（
金
）

時
間
＝
午
後
７
時
開
演

場
所
＝
小
ホ
ー
ル

費
用
＝
全
席
指
定
３
０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
０
０
０
円
※
未
就

学
児
は
入
場
不
可

▼
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
・
栗
コ
ー
ダ
ー
＆
ビ
ュ
ー

テ
ィ
フ
ル
ハ
ミ
ン
グ
バ
ー
ド
　

期
日
＝
12
月
17
日（
日
）

時
間
＝
午
後
2
時
開
演

場
所
＝
シ
ル
ク
ホ
ー
ル

費
用
＝
全
席
自
由
１
２
０
０
円
※

3
歳
以
上
有
料
、
2
歳
以
下
膝
上

無
料

　

中
央
公
民
館
の
催
し

問
い
合
わ
せ
＝
中
央
公
民
館（
☎

47
４
３
４
３
）

▼
地
区
公
民
館
サ
ー
ク
ル
連
絡
協

議
会
芸
能
部
門
発
表
会

　
各
地
区
公
民
館
で
活
動
し
て
い

る
芸
能
部
門
の
サ
ー
ク
ル
の
学
習

成
果
発
表
で
す
。

期
日
＝
11
月
26
日（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

▼
中
央
公
民
館
文
化
展「
楽が
く

」

　
作
品
展
示
、
模
擬
店
な
ど
を
行

い
ま
す
。

期
日
＝
11
月
11
日（
土
）・
12
日

（
日
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
※

12
日
は
午
後
４
時
ま
で

　

梅
田
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

　

ま
つ
り

　
地
元
で
採
れ
た
野
菜
の
特
売
や

芋
煮
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。
当
日

の
そ
ば
、
う
ど
ん
は
１
０
０
円
引

き
で
す
。
※
午
前
11
時
か
ら
午
後

２
時
30
分
ま
で

期
日
＝
11
月
５
日（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
２
時

場
所
＝
梅
田
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
＝
梅
田
ふ
る
さ
と
セ

ン
タ
ー
（
☎
32
１
１
０
０
）

関
連
団
体
か
ら
の

お
知
ら
せ

警
察
が
行
う
犯
罪
被
害
者
支
援

　
詳
し
く
は
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
警
察
署
警
務

課（
☎
43
０
１
１
０
）

▼
犯
罪
被
害
給
付
制
度

　
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
、
死

亡
、
負
傷
ま
た
は
疾
病
が
生
じ
た

場
合
に
、
ご
遺
族
や
被
害
者
本
人

に
対
し
て
、
国
が
一
時
金
を
支
給

し
ま
す
※
審
査
あ
り

▼
経
済
的
負
担
の
軽
減

　
特
定
の
犯
罪
に
よ
り
傷
害
を
負

っ
た
場
合
に
は
、
医
療
費
の
一
部

に
つ
い
て
警
察
が
支
出
す
る
な
ど
、

被
害
者
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減

し
ま
す
。

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強

化
週
間

　
Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
、
女

性
の
人
権
に
関
す
る
電
話
相
談
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。

期
間
＝
11
月
13
日（
月
）
～
19
日

（
日
）

時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７

時
※
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で

電
話
番
号
＝
０
５
７
０
‐
０
７
０

‐
８
１
０

問
い
合
わ
せ
＝
前
橋
地
方
法
務
局

人
権
擁
護
課（
☎
０
２
７
‐
２
２

１
‐
４
４
６
６
）

11
月
は
計
量
強
調
月
間

　
計
量
に
つ
い
て
の
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。

期
日
＝
月
～
金
曜
日
※
祝
日
を
除
く

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
４
時

相
談
方
法
＝
直
接
ま
た
は
電
話
で

群
馬
県
計
量
検
定
所（
前
橋
市
下

大
島
町
、
☎
０
２
７
‐
２
６
３
‐

２
４
３
６
）へ
。

ご
存
知
で
す
か
　
建
設
業
退
職
金

共
済
制
度

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
に
基

づ
き
、
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉

の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企

業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ

れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。
掛
金
の

一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
建
退
共
群
馬
支
部

（
☎
０
２
７
‐
２
５
２
‐
１
６
６

６
）

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
　
最
低
賃
金

　
10
月
７
日
か
ら
群
馬
県
最
低
賃

金
が
時
間
額
７
８
３
円
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
群
馬
県
内
の
事
業
場

で
働
く
全
て
の
労
働
者
と
使
用
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
特
定

の
製
造
業
に
つ
い
て
は
、
別
に
最

低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
群
馬
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
室（
☎
０
２
７
‐
８

９
６
‐
４
７
３
７
）

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

　
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て

い
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険（
労

災
・
雇
用
）の
加
入
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
加
入
手
続

き
を
さ
れ
て
い
な
い
事
業
主
は
、

す
ぐ
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
公
共
職
業
安

定
所（
☎
22
８
６
０
９
）

桐
生
歴
史
文
化
資
料
館
企
画
展

示「
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
か
ら
70

年
」

期
間
＝
11
月
14
日（
火
）
～
12
月

10
日（
日
）※
月
曜
休
館

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
歴
史

文
化
資
料
館（
本
町
二
丁
目
、
☎

46
７
２
４
６
）

わ
た
ら
せ
森
と
木
の
ま
つ
り

　
キ
ノ
コ
な
ど
の
林
産
物
の
展
示

即
売
な
ど
を
行
い
ま
す
。

期
日
＝
11
月
12
日（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
新
川
公
園

問
い
合
わ
せ
＝
わ
た
ら
せ
森
と
木

の
ま
つ
り
実
行
委
員
会（
桐
生
森

林
事
務
所
内
、
☎
52
７
３
７
３
）

第
12
回
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

期
日
＝
12
月
16
日（
土
）

時
間
＝
午
前
11
時
30
分
～
午
後
２

時場
所
＝
Ｐプ

ラ

ス

Ｌ
Ｕ
Ｓ
＋
ア
ン
カ
ー

（
本
町
六
丁
目
）

対
象
＝
男
性
…
社
協
結
婚
相
談
に

登
録
し
て
い
る
45
歳
以
下
の
独
身
、

女
性
…
45
歳
以
下
の
独
身

募
集
人
数
＝
男
女
各
15
人
※
抽
せ

ん費
用
＝
２
０
０
０
円

申
し
込
み
＝
11
月
30
日（
木
）ま
で

に
、
所
定
の
申
込
書
を
直
接（
土
、

日
、
祝
日
を
除
く
）ま
た
は
郵
送

で
桐
生
市
社
会
福
祉
協
議
会（
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
、
〒
３
７

６
‐
０
０
０
６
新
宿
三
丁
目
３
‐

19
、
☎
46
４
１
６
５
）へ
。
申
込

用
紙
は
同
協
議
会
の
ほ
か
、
同

協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
あ

り
ま
す
。

難
病
よ
ろ
ず
相
談
室

　
難
病
に
つ
い
て
の
悩
み
を
、
難

病
患
者
が
受
け
付
け
ま
す
。

期
日
＝
12
月
10
日（
日
）

時
間
＝
午
後
１
時
～
３
時

場
所
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
新

宿
三
丁
目
）

対
象
＝
難
病
に
つ
い
て
の
悩
み
や
、

不
安
の
あ
る
人
と
そ
の
家
族

問
い
合
わ
せ
＝
群
馬
県
難
病
団
体

連
絡
協
議
会（
☎
０
２
７
‐
２
５

５
‐
０
０
３
５
）
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福
祉
の
お
仕
事
ミ
ニ
就
職
面
接
会

期
日
＝
12
月
９
日（
土
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
新

宿
三
丁
目
）

対
象
＝
福
祉
の
職
場
に
就
職
を
希

望
す
る
人
・
学
生（
高
校
生
を
除

く
）

問
い
合
わ
せ
＝
太
田
市
福
祉
人
材

バ
ン
ク（
☎
０
２
７
６
‐
４
８
‐

９
５
９
９
）

き
り
し
ん
金
融
大
学
桐
生
タ
イ
ム

ス
分
校
大
人
の
お
金
講
座

　
資
産
形
成
の
た
め
の「
投
資
信

託
」と
今
話
題
の「
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ａ 

」を
テ
ー
マ
と
し
た
、
講
師

と
お
笑
い
芸
人
に
よ
る
楽
し
く
分

か
り
や
す
い
講
座
で
す
。

期
日
＝
11
月
11
日（
土
）

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
所
＝
桐
生
商
工
会
議
所
ケ
ー
ビ

ッ
ク
ホ
ー
ル（
錦
町
三
丁
目
）

申
し
込
み
＝
電
子
メ
ー
ル
で

桐
生
タ
イ
ム
ス（daigaku@

kiryutim
es.co.jp

）へ
。
※
件

名「
き
り
し
ん
金
融
大
学
」、
本
文

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記
入

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
信
用
金
庫

（
☎
44
８
１
８
１
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ッ
ズ
バ
レ
イ
勉
強
会

　
詳
細
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ッ
ズ
バ

レ
イ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http

：//
kids-valley.org/

）で
ご
確
認

の
う
え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所
＝
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス「c

コ

コ

ト

モ

ocotom
o

」

（
本
町
五
丁
目
）

問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ッ

ズ
バ
レ
イ(

☎
46
７
４
８
６)

▼
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
で
セ
ル
フ
デ

ザ
イ
ン
す
る
た
め
の
マ
ナ
ー
講
座

※
メ
イ
ク
講
座
付

期
日
＝
12
月
12
日（
火
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
1
時

募
集
人
数
＝
15
人

費
用
＝
１
０
０
０
円

▼
Ｍ
Ｃ
・
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ

ィ
ー
養
成
講
座

期
日
＝
12
月
５
日（
火
）・
12
日

（
火
）・
19
日（
火
）、
平
成
30
年
１

月
16
日（
火
）・
23
日（
火
）・
30
日

（
火
）、
２
月
６
日（
火
）・
13
日

（
火
）・
20
日（
火
）・
25
日（
日
）

時
間
＝
午
後
７
時
～
９
時

費
用
＝
１
５
０
０
０
円

募
集
人
数
＝
20
人

▼
得
意
や
好
き
を
仕
事
に
変
え
る

「
小
商
い
て
な
ら
い
塾
」

期
日
・
時
間
＝
12
月
出
店
編
…
①

11
月
8
日（
水
）・
15
日（
水
）
／

午
前
10
時
～
正
午
、
②
11
月
10
日

（
金
）・
17
日（
金
）
／
午
後
7
時

～
午
後
9
時
、③
11
月
11
日（
土
）・

18
日（
土
）
／
午
後
2
時
～
午
後

4
時
、
２
月
出
店
編
…
12
月
６
日

（
水
）・
13
日（
水
）
／
午
前
10
時

～
正
午
、
３
月
出
店
編
…
平
成
30

年
２
月
７
日（
水
）・
14
日（
水
）

／
午
前
10
時
～
正
午

費
用
＝
２
０
０
０
円

募
集
人
数
＝
各
15
人

 各 種 相 談 案 内
相談・内容 期日・時間 場所 問い合わせ
市民相談
（日常生活全般の相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後４時 市民相談室（市役所２階） 市民相談室（☎内線355・503）

※電話での相談にも応じます。

無料法律相談
（弁護士による相談）

11月2日・9日・16日・30日、12月7日
の各木曜日
午前10時～正午

市民相談室（市役所２階） 市民相談室（☎内線355・503）

※要予約。２週間前から市民相談室（☎内線355・503）で、午前９時から午後４時まで先着順
に受け付けます。相談人数は１日当たり７人です。市内に居住する人が対象です。
11月14日（火）
午前10時～正午 新里総合センター（3階） 新里支所市民生活課

（☎74‐2212）
※要予約。11月13日（月）午後3時までに新里支所市民生活課（☎74‐2212）で、先着順に受
け付けます。相談人数は1日当たり7人です。市内に居住する人が対象です。

人権相談
（人権侵害や差別などに
   関する相談）
行政相談
（国などの仕事への要望・
   苦情）
※12月１日の人権特設相
談は、人権相談のみ

11月14日（火）・28日（火）
の各火曜日
午後1時30分～3時30分

市民相談室（市役所２階） 市民相談室（☎内線573）

※14日・28日の人権相談は女性相談員が対応できます。希望者は、お申し出ください。
12月1日（金）※人権特設相談
午後１時30分～3時30分 東・北・桜木公民館 市民相談室（☎内線355・503）

11月１日（水）、12月１日（金）
午前9時30分～11時30分 新里総合センター（3階） 新里支所市民生活課

（☎74‐2212）
11月20日（月）、12月１日（金）
午前9時～11時 黒保根支所（２階） 黒保根支所市民生活課

（☎96‐2111）
消費生活相談
（消費生活の苦情や相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前9時～午後4時

桐生市消費生活センター
（保健福祉会館４階）

桐生市消費生活センター
（☎40‐1112）

労働相談
（職場のトラブルに関する相談）

11月17日、12月１日の各金曜日
午前9時～正午 市民相談室（市役所２階） 産業政策課（☎内線564）

子育て相談
（子育てに関する相談）
児童虐待通報
（児童虐待と思ったら）

月～金曜日（祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分 保健福祉会館（末広町）３階 子育て支援課子育て相談係

（☎43‐2000）

24時間対応 群馬県東部児童相談所（☎0276‐31‐3721）
児童相談所全国共通ダイヤル（☎189「いち・はや・く」）

福祉、介護、教育、育児などの相談には、それぞれの担当課で応じています。
土、日、祝日は、群馬県東部児童相談所を除き、各相談業務、予約の受け付けとも行っていません。

募
集

お
知
ら
せ

講
座
・
講
演

ス
ポ
ー
ツ

催
し

ス
ポ
ー
ツ
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広報きりゅう平成29年11月号

場所 行事 期日 受付時間 対象・内容

保健福祉
会館

（末広町）

３歳児健康診査 12/1（金） 13:20～14:00 平成 26年 5月 16日～ 6月 9日生まれ

３か月児健康診査 12/４（月） 13:20～13:45 平成 29年 8月１日～ 8月 31日生まれ

１歳児かみかみ教室 12/６（水） 9:30 ～ 10:00 平成 28年 12月生まれ

7か月児健康診査
ステップアップ！離乳食
絵本を配布（ブックスタ－ト事業）

12/13（水）13:20～13:45 平成 29年４月 16日～５月 15日生まれ

もぐもぐ離乳食 12/14（木） 9:30 ～ 9:45 生後およそ 5、6か月のお子さんと保護者
申し込みが必要で、参加費 100円です。

育児相談 12/15（金）13:30～14:00 未就学児と保護者

３か月児健康診査 12/21（木）13:20～13:45 平成 29年９月１日～ 20日生まれ

1歳 6か月児健康診査 12/22（金）13:20～14:00 平成 28年 5月 16日～ 6月 15日生まれ

2歳児歯科健康診査 12/25（月）13:20～14:00 平成 27年 5月 28日～ 6月 30日生まれ

3歳児健康診査 12/26（火）13:20～14:00 平成 26年 6月 10日～ 7月 7日生まれ

新里町
保健文化
センター

育児相談 12/７（木） 13:30～14:00 未就学児と保護者

2歳児歯科健康診査 12/25（月）13:20～14:00 平成 27年 4月 21日～ 7月 20日生まれ

乳・幼児　健康診査など 健康づくり課（☎ 47‐1152）、新里保健センター（☎ 74
‐5550）

問い合わせ＝

子育て ナビゲーション
す
こ
や
か
栄
養
相
談

　
妊
娠
中
の
食
事
、
母
乳
栄
養
、

離
乳
食
の
す
す
め
方
、
子
ど
も
の

食
事
、
偏
食
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
こ

と
や
肥
満
・
や
せ
な
ど
の
不
安
な

ど
、
成
長
に
合
わ
せ
た
栄
養
の
相

談
を
管
理
栄
養
士
が
行
い
ま
す
。

　
来
館
で
き
な
い
場
合
は
電
話
相

談
も
可
能
で
す
。
ま
た
、
日
程
の

都
合
が
合
わ
な
い
場
合
も
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

期
日
＝
12
月
４
日
（
月
）

時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時場
所
＝
保
健
福
祉
会
館
（
末
広

町
）

対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
人

申
し
込
み
＝
電
話
で
健
康
づ
く
り

課
（
☎
47
１
１
５
２
）
へ
。

　月
の
お
は
な
し
会
　

　　
来
場
し
た
お
子
さ
ん
の
年
齢
に

合
わ
せ
、
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

●
図
書
館
（
☎
47
４
３
４
１
）

期
日
＝
11
月
11
日
（
土
）
・
25
日

（
土
）

時
間
＝
午
前
11
時
か
ら
30
分
程
度

※
11
月
16
日（
木
）に
も
開
催
し
ま
す

（
16
ペ
ー
ジ
参
照
）。

●
新
里
図
書
館（
☎
74
８
０
８
０
）

期
日
＝
11
月
11
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
11
時
か
ら
30
分
程
度

　妊娠中の生活、出産、育児について学びます。各日と
も開始15分前から受け付け
ます。母子健康手帳、筆記用
具を持参してください。
場所＝保健福祉会館（末広
町）
対象＝平成30年２月・３
月・４月出産予定の妊婦と夫
募集人数＝20組
申し込み＝１週間前までに、
電話で健康づくり課（☎47
‐1152）へ。
▼第１回…お産の経過を知ろう、産後の生活と母乳育児、
希望者への助産師相談
期日＝12月５日（火）
時間＝午後１時30分～３時30分
▼第２回…歯科講話、歯科診察
期日＝12月11日（月）
時間＝午後１時30分～３時30分
▼第３回…「妊娠をきっかけに見直そう！食生活」と題
した講話、パパの調理実習、ママ「親と子のふれあい」
DVD鑑賞、赤ちゃんのおふろ、パパの妊婦体験
期日＝12月16日（土）
時間＝午前10時15分～午後３時
費用＝１人400円

ママ＆パパ教室

11

24
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中
なかむら

村　 凪
な ぎ さ

沙ちゃん

5 か月
（新里町山上）

お風呂が大好きのなぎ
ちゃんです。
3か月の時、初めての
飛行機も楽勝だったね
(^o^)

齊
さいとう

藤　碧
あおい

ちゃん

１歳２か月
（境野町三丁目）

食べるの大好き！
お風呂大好き！
車のタイヤ大好き！
そんな君が皆んな大好
き♡

パチリい
い顔

桐生っ子

Ａ睡眠にも個人差があります。近所を散歩し
たり子育て支援センターなどで友達と遊んだ
りして、刺激を与えてみてはどうでしょう
か。生活リズムができてくれば、段々と眠れ
るようになります。
　問い合わせは、子育て支援課子育て相談係
（☎43‐2000）へ。

Ｑ６か月の男の子です。眠
りが浅く、すぐに起きてし
まいます。どうしたらよい
でしょうか。

群馬こども救急相談

☎♯８０００（短縮）

　休日や夜間（翌朝８時まで）に子ども
が急に具合が悪くなったとき、相談に応
じます。

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

　　
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
、
楽

し
い
お
話
を
し
ま
す
。

期
日
＝
12
月
10
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
正
午

場
所
＝
中
央
公
民
館
４
階

対
象
＝
小
学
生
低
学
年
以
下
※
保

護
者
の
付
き
添
い
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館
（
☎

47
４
３
４
１
）

ひ
と
り
親
家
庭
就
業
相
談

　
就
業
や
自
立
を
目
指
す
ひ
と
り

親
家
庭
の
人
を
支
援
す
る
た
め
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
桐
生
と
群
馬
県
母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。

期
日
＝
11
月
15
日
（
水
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
５
時
※

受
け
付
け
は
午
後
４
時
ま
で

場
所
＝
子
育
て
支
援
課
（
市
役
所

１
階
）

対
象
＝
次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当

す
る
就
職
や
転
職
を
希
望
す
る
人

①
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
父
子
家

庭
の
父

②
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象
児

童
で
、
中
学
校
を
卒
業
し
現
在
学

校
に
通
っ
て
い
な
い
人

申
し
込
み
＝
11
月
13
日
（
月
）
ま

で
に
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
子
育

て
支
援
課（
☎
内
線
２
６
８
）へ
。

東
部
児
童
相
談
所
巡
回
相
談

　
発
達
が
気
掛
か
り
な
お
子
さ
ん

に
つ
い
て
、
専
門
員
や
医
師
が
心

理
学
的
な
面
や
医
学
的
な
面
か
ら

の
相
談
判
定
や
助
言
指
導
を
行
い

ま
す
。

期
日
＝
12
月
14
日
（
木
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
笠
懸
公
民
館

申
し
込
み
＝
子
育
て
支
援
課
子
育

て
相
談
係
（
☎
43
２
０
０
０
）
へ
。

越
こしざわ

沢　琉
る い

偉ちゃん

3 か月
（川内町二丁目）

これからも元気にどん
どん大きくなってね。
みんな琉偉くんが大好
きです！

　市内に居住する３歳まで（申し込み
時）の桐生っ子を募集します。
申し込み ＝ Ｅメールに、お子さんの
氏名（フリガナ）、生年月日、住所、
保護者氏名、電話番号とお子さんへの
メッセージ（40 文字以内）を記入し、
お子さんの画像データを添付の上、広
報課（koho@city.kiryu.lg.jp、☎内線
506）に申し込んでください。
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健康づくり課（☎ 47 ‐ 1152）、新里保健センター（☎ 74 ‐ 5550）、黒保根保健センター（☎ 96 ‐ 2266）

検診（健診） 受付時間
胃がん検診（バリウム検診） 午前８時30分～10時
胃がんリスク検診 (ABC検診 ) 午前８時30分～11時
大腸がん検診（容器配付） 午前８時30分～11時
結核・肺がん検診 午前８時30分～11時30分
前立腺がん検診 午前８時30分～11時
肝炎ウィルス検診 午前８時30分～11時
新わたらせ健康診査（特定健康診査、後期
高齢者健康診査、健康増進法健康診査） 午前８時30分～11時

　
広
報
き
り
ゅ
う
９
月
号
で
お
知

ら
せ
し
た
集
団
検
診
を
、
11
月
は

３
回
開
催
し
ま
す
。
市
で
実
施
し

て
い
る
複
数
の
検
（
健
）
診
を
一

度
に
受
け
ら
れ
る
機
会
で
す
の
で
、

希
望
す
る
検
診
を
選
ん
で
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
新
わ
た

ら
せ
健
康
診
査
を
受
け
る
人
は
、

受
診
券
裏
面
の
質
問
票
に
記
入
し
、

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

新
里
町
保
健
文
化
セ
ン
タ
ー

集
団
検
診

胃がん検診 前立腺がん
検診 結核・肺がん検診 大腸がん検診 乳がん・甲状腺 

がん検診
子宮頸

けい

がん 
検診

対象 40 歳以上の人 ５０歳以上の
男性 40 歳以上の人 ４０歳以上の人 ４０歳以上で前年度

未受診の女性 ２０歳以上の女性

検診内容 胃部エックス線
撮影（バリウム）

採血
（ＰＳＡ検査）

胸部エックス線
撮影・喀

かくたん

痰細胞診
２日間便潜血反応
検査（容器配付）

乳房エックス線
撮影・視触診

視診・内診・
細胞診（頸部）

受付時間 ８：30～10：00 8：30～11：00 検診会場により受付時間が異なります
ので「日程と受け方」でご確認ください 13：00～14：00 13：00～14：00

費用

（７０歳以上無料）
1,000 円 500 円

胸部エックス線５００円
（６５歳以上無料） 500 円 1,500 円

※申し込みが必要 1,100 円
喀痰細胞診７００円

11月8日（水） 新里町保健文化センター ‐ ‐
11月13日（月） 新里町保健文化センター ‐ ‐
11月14日（火） 新里町保健文化センター ‐ ‐
11月16日（木） ‐ ‐ ‐

新里町保健文化セ
ンター（容器回収）

‐ ‐

11月17日（金）
桐生保健

福祉事務所
（相生町二丁目）

‐ ‐ ‐ ‐

11月19日（日） ‐ ‐ ‐ 保健福祉会館
（容器回収） ‐ ‐

11月22日（水） ‐ ‐ 東公民館 ‐ ‐ ‐
11月28日（火） ‐ ‐ ‐ ‐ 新里町保健文化センター
11月29日（水） ‐ ‐ ‐ ‐ 保健福祉会館
11月30日（木） 川内公民館 ‐ ‐ ‐ 保健福祉会館
12月3日（日） 総合福祉センター（新宿三丁目）

がん集団検診
　下の表に記載した期日、会場で各種がんの集団検診を実施します。詳しくは、５月下旬に送付した通知に同封し
ている「日程と受け方」をご覧ください。問い合わせは、健康づくり課または新里・黒保根保健センターへ。

※11月8日・13日・14日、12月3日実施の胃がん検診は、事前に申し込みが必要です。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
専
門
医
師
が
「
こ
こ
ろ
」

に
悩
み
の
あ
る
人
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。

期
日
＝
11
月
21
日
（
火
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時
30

分場
所
＝
保
健
福
祉
会
館
（
末

広
町
）

申
し
込
み
＝
電
話
で
健
康
づ

く
り
課
へ
。

11
月
８
日（
水
）・
13
日（
月
）・
14
日（
火
）実
施

　
な
お
、
胃
が
ん
検
診
（
バ
リ
ウ

ム
検
診
）
に
は
事
前
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。
電
話
で
健
康
づ
く

り
課
、
新
里
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
受
診
に
必
要
な
も
の
な
ど
詳
し

く
は
、
５
月
下
旬
に
郵
送
し
た

「
日
程
と
受
け
方
」
お
よ
び
「
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
各
種
検
診
受
診

券
」
、
「
新
わ
た
ら
せ
健
康
診
査

受
診
券
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
11
月
８
日
（
水
）
・
13

（
月
）
・
14
日
（
火
）

場
所
＝
新
里
町
保
健
文
化
セ
ン
タ

ー　
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
づ
く
り

課
、
新
里
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。
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※受診の際は各病医院などに事前に問い合わせください。休日当番医・
　接骨院は変更になる場合があります。

救急病院案内テレホン ☎ 22 ‐ 0099（24 時間対応）

休日緊急歯科診療所 ☎ 45 ｰ 1397
期日＝日曜日、祝日、年末年始
時間＝午前 10 時～午後 3時（受け付けは午後
2時 30分まで）
場所＝桐生市歯科医師会館（堤町三丁目３‐２、
　　　赤岩橋堤町側交差点付近）
※受診の際は、事前に御連絡ください。

　11・12 月　休日当番医   時間：午前９時～午後６時

期日 診療科目 病医院（電話番号） 場所

11月3日
（祝）

精・神・内・小児科 岸病院（54‐8949） 相生町二丁目

循・内科 はせがわ循環器内科クリニック（44‐9041）新宿二丁目

整形外科 みやざわ整形外科（53‐1188） 相生町三丁目

5日
（日）

内・小児科 田中医院（54‐5012） 広沢町二丁目

内科 藤江醫院（22‐7777） 本町四丁目

眼科 青木眼科（72‐7070） みどり市大間々町

12日
（日）

内・小児科 須永医院（73‐5811） みどり市大間々町

内・呼吸器科 さかいのクリニック（44‐8557） 境野町二丁目

整形外科 岩下病院（22‐0151） 本町四丁目

19日
（日）

内・小児科 武井内科医院（53‐6060） 広沢町一丁目

内・形成外科 関内科医院（73‐2022） みどり市大間々町

皮膚科 栗原皮フ科医院（22‐3234） 本町一丁目

23日
（祝）

児・内・耳鼻咽喉科 おりひめ医院（47‐1248） 織姫町

内・消・呼・循・小児科 松井内科医院（70‐7610） みどり市笠懸町

外・内科 水谷胃腸科外科医院（45‐2525） 三吉町二丁目

26日
（日）

内・児・循・消・呼吸器科 星野クリニック（44‐1125） 小曽根町

内科 稲葉医院（72‐1655） みどり市大間 町々

産・婦・内・皮膚科 くりはら医院（44‐3395） 仲町一丁目

12月3日
（日）

内・小児科 五十嵐内科医院（22‐7043） 本町二丁目

内科 さいとう内科クリニック（47‐7770） みどり市笠懸町

眼科 川島眼科医院（45‐2242） 本町六丁目

11・12 月 休日当番接骨院
時間：午前９時～午後３時
※接骨院により時間を延長する場合があります。
期日 接骨院（電話番号） 場所

11月3日
（祝）

澤接骨院（53‐9966） 相生町一丁目
深澤接骨院（46‐2929） 境野町二丁目

5日
（日）

近藤接骨院（72‐1455） みどり市大間々 町
福間接骨院（44‐5100） 東七丁目

12日
（日）

藤倉接骨院（43‐5374） 境野町六丁目
武藤接骨院（22‐4667） 宮前町一丁目

19日
（日）

武井接骨院（77‐1156） みどり市笠懸町
ひろさわ接骨院（46‐6633）広沢町六丁目

23日
（祝）

中村接骨院（32‐1878） 梅田町一丁目
馬場接骨院（73‐7455） みどり市大間々 町

26日
（日）

新井接骨院（44‐7577） 境野町四丁目
笠懸中央接骨院（76‐5914）みどり市笠懸町

12月3日
（日）

岩崎接骨院（47‐2204） 東一丁目
ふえき接骨院（65‐5125）川内町四丁目

平日夜間急病診療所 ☎ 47 ｰ 2501
期日＝月～土曜日（祝日を除く）
時間＝午後７時 30分～ 10時 30分
診療科目＝内科、小児科
場所＝桐生メディカルセンター１階（元宿町）

健康づくり課（☎ 47‐ 1152）、新里保健センター（☎ 74‐ 5550）、黒保根保健センター（☎ 96‐ 2266）

　広報きりゅう９月号でお知らせした成人総合検診を、
12月は４回開催します。期日、場所、時間は右表の
とおりです。市で実施している複数の検（健）診を一
度に受けられる機会ですので、希望する検診を選んで
ぜひご利用ください。また、新わたらせ健康診査を受
ける人は、受診券裏面の質問票に記入し、お持ちくだ
さい。
　なお、胃がん検診（バリウム検診）と乳がん・甲状
腺がん検診については、事前に申し込みが必要ですが、
すでに定員に達し、申し込みを締め切っている日程も
ありますのでご注意ください。
　受診に必要なものなど詳しくは、５月下旬に郵送し
た「日程と受け方」および「インフルエンザ・各種検
診受診券」、「新わたらせ健康診査受診券」をご確認
ください。
　問い合わせは、健康づくり課へ。

成人総合検診
12月３日（日）・12日（火）・14日（木）・20日（水）実施

検診（健診） 受付時間
胃がん検診（バリウム検診） 午前８時30分～10時
胃がんリスク検診(ABC検診) 午前８時30分～11時
大腸がん検診（容器配付） 午前８時30分～午後３時

結核・肺がん検診 午前８時30分～11時
午後１時～３時

子宮頸がん検診 午後１時～２時
乳がん・甲状腺がん検診 午後１時～２時
前立腺がん検診 午前８時30分～11時
肝炎ウィルス検診 午前８時30分～11時
新わたらせ健康診査（特定健康診
査、後期高齢者健康診査、健康増
進法健康診査）

午前８時30分～11時

期日 場所
12月３日（日） 総合福祉センター（新宿三丁目）
12月12日（火） 市民体育館
12月14日（木） 総合福祉センター
12月20日（水） 市民体育館
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11
月
と
い
う
と
、
西
宮
神
社
の

え
び
す
講
を
思
い
浮
か
べ
る
人
も

多
い
で
し
ょ
う
。
19
日
（
宵よ
い
み
や宮
）

と
20
日
（
本ほ
ん
み
や宮
）
の
２
日
間
、
本

町
三
丁
目
か
ら
社
へ
向
か
う
登
り

参
道
と
山
手
通
り
は
、
善
男
善
女

で
ご
っ
た
返
し
、
熊
手
や
お
宝
を

手
に
し
た
人
が
そ
ぞ
ろ
歩
く
、
初

冬
の
桐
生
の
風
物
詩
で
す
。

　
こ
れ
が
終
わ
れ
ば
、
あ
っ
と
い

う
間
に
も
う
年
の
瀬
。
そ
ん
な
歳

時
を
感
じ
さ
せ
る
え
び
す
講
で
す

が
、
江
戸
時
代
に
は
今
と
異
な
り
、

10
月
20
日
と
年
明
け
後
の
１
月
20

日
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
え

び
す
講
と
い
え
ば
機は
た

屋や

を
は
じ

め
と
し
た
商
売
人
に
と
っ
て
最

も
大
き
な
お
祭
り
で
す
。
大
き

な
店
の
主
人
と
も
な
る
と
、
番

頭
を
は
じ
め
と
し
た
奉
公
人
達

に
、
休
み
や
昼
で
の
早
じ
ま
い

（
物も
の
び日
）
を
与
え
る
だ
け
で
な

く
、
取
引
先
の
人
を
招
き
大
盤

振
る
舞
い
を
し
て
い
た
と
伝
え

る
史
料
も
あ
り
ま
す
。

　
今
と
異
な
っ
て
い
た
の
は
、
日

程
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
江
戸

時
代
の
桐
生
の
人
々
の
え
び
す
講

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
福
や
徳
を

招
き
入
れ
、
商
売
繁
盛
を
願
う
ス

タ
イ
ル
が
普
通
で
し
た
。
そ
し
て

え
び
す
様
へ
と
お
参
り
を
す
る
場

合
は
、
国く
に
ざ
か
い境を
越
え
て
足
利
郡
五ご

ケか

村む
ら

の
西
宮
神
社
（
現
在
の
足
利

市
西
宮
町
）
へ
と
出
向
い
て
い
た

よ
う
で
す
。

　
今
や
関
東
一
社
と
し
て
遠
方
か

ら
も
信
奉
を
う
け
る
桐
生
西
宮
神

社
が
、
兵
庫
県
の
西
宮
神
社
か
ら

宮
本
町
の
美
和
神
社
の
杜も
り

へ
と
分

社
さ
れ
た
の
は
、
明
治
34
年
11
月

20
日
で
す
。
こ
の
時
の
事
情
を

伝
え
る
興
味
深
い
史
料
で
あ
る

「
西
宮
分
社
建
設
願
」
に
よ
れ
ば
、

「
桐
生
は
織
物
産
地
と
し
て
一
日

と
て
休
日
を
取
れ
な
い
ほ
ど
の
繁は
ん

昌じ
ょ
うを
み
せ
て
い
る
の
に
、
え
び
す

神
信
仰
の
熱
心
さ
か
ら
、
足
利
や
、

人
に
よ
っ
て
は
摂
津
西
宮
神
社
ま

で
参
拝
に
行
く
も
の
も
数
多
い
。

こ
れ
に
か
か
る
費
用
が
莫ば
く
だ
い大
な
だ

け
で
な
く
、
遠
路
の
参
拝
で
あ
る

こ
と
か
ら
生
産
も
そ
が
れ
て
し
ま

う
の
で
、
そ
こ
で
、
こ
の
霊
験
あ

ら
た
か
な
神
を
桐
生
に
お
迎
え
し

た
い
。
」
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
、

こ
れ
に
続
け
て
発
起
人
92
人
を
筆

頭
に
、
分
社
を
願
う
４
０
０
人
ほ

ど
の
桐
生
の
人
々
の
連
名
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

▼
「
西
宮
分
社
建
設
願
」
展
示

期
間
＝
11
月
１
日
（
水
）
～
30
日

（
木
）
※
月
曜
日
、
祝
日
は
休
館

で
す
。

場
所
＝
図
書
館
１
階

桐
生
市
立
図
書
館
の

所
蔵
資
料
か
ら

え
び
す
講
が
や
っ
て
き
た

第６回

―
「
西
宮
分
社
建
設
願
」
―

今月の表紙
　新里中央小学校の織物教室の様子
です。3年生の児童が、桐生織物協
同組合伝統工芸士会の工芸士から桐
生織の歴史と織物の種類を学び、手
織機を体験しました。体育館には、
手織機の音と子どもの歓声が響いて
いました。

人口と世帯
（9月30日現在）

人口 114,113人（ －44人）
男 54,963人（　－22人）

女 59,150人（ －22人）

世帯 50,003世帯（＋55世帯）

( )内は前月比

28

西宮分社建設願

今月の納税
国民健康保険税…第５期

11月30日（木）が納期限です
　コンビニエンスストアや銀行などの
ペイジー対応ＡＴＭからも納付可能で
す。口座振替を利用している人は、預
貯金残高の御確認をお願いします。
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